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平成１8年９月　広報なかの  ２

　

一
昨
年
十
月
の
台
風
二
十
三
号
で
は
降
り
続
い
た
雨
に

よ
り
、
一
部
で
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
て
避
難
勧
告
が
出
さ

れ
る
な
ど
、
市
内
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ

の
三
日
後
、
今
度
は
新
潟
県
中
越
地
震
が
発
生
し
、
こ
の

地
震
で
も
市
内
の
住
宅
な
ど
に
一
部
損
壊
の
被
害
が
起
き

ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
に
は
、
昨
年
十
二
月
か
ら
断
続
的
に
降
り
続

い
た
大
雪
、
そ
し
て
、
こ
の
七
月
の
集
中
的
な
大
雨
で
多

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
近
年
は
、
市
内
で
も
台
風
、
地
震
、
そ
し

て
豪
雪
に
豪
雨
と
、
様
々
な
自
然
災
害
が
起
き
て
い
る
状

況
で
す
。

　

い
つ
か
来
る
、
き
っ
と
来
る
、
か
も
し
れ
な
い
、
こ
れ

ら
の
災
害
に
対
し
て
、
こ
の
機
会
に
そ
れ
ぞ
れ
備
え
を
確

認
し
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
皆
さ
ん

で
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

�
七
月
の
豪
雨
で
道
路
法
面
が
崩
落
し
、
土
砂
が
人
家
に
接
触

｢平成18年 ７ 月豪雨｣被害状況
　この７月の豪雨による市内の被害状況が判明いたし
ましたので、ここでお知らせいたします。

（平成18年８月25日現在）

農業関係被害

○豪雨災害対策本部　７月19日　午前６時25分設置
　豪雨災害対策本部　８月７日　午前９時５分廃止
○現地災害対策本部
　上今井　　避難勧告　　　　 26世帯  82名
　　　　　　避難所避難者　　  3世帯   4名
　替佐　　　避難勧告　　　　 17世帯  56名
　　　　　　避難所避難者なし
　岩井　　　避難勧告　　　　101世帯 334名
　　　　　　避難所避難者　　 66世帯 202名
　笠倉　　　避難勧告　　　　  2世帯　 7名
　　　　　　避難所避難者なし
○一般住家被害　　
　土砂崩落による被害　１件
　浸水被害　床上１世帯　床下22世帯　非住家39棟
○廃棄物清掃処理施設被害
　し尿処理関係14件　ごみ処理関係 搬入量17,480kg
○商工業施設被害
　総被害件数４件　工業被害３件　その他被害１件
○土砂災害
　道路関係　26件(中野地域８個所　豊田地域18個所)
○都市施設被害
　高丘公園　公園緑地　冠水面積（内水）40㎡
○上下水道関係　　処理場運転委託  　   433千円
○消防関係　　　　土のう等消耗品　   　255千円
　　　　　　　　　燃料費　　　　　　 　325千円
　　　　　　　　  ポンプ等修繕　　　 　454千円
　　　　　　　　　水中ポンプ賃借料　   1,303千円
○教育関係施設　豊田マレットゴルフ場　法面崩落
　　　　　　　　千曲川河川敷運動場 グラウンド水没

○農作物被害
　総冠水面積 204.33ha　総被害金額 277,755千円
　　水稲  冠水面積  104ha  被害金額   5,547千円
　　果樹  冠水面積85.79ha  被害金額  254,771千円
　　野菜  冠水面積13.97ha  被害金額   16,837千円
　　花き  冠水面積 0.57ha  被害金額     600千円
○施設被害
　きのこ施設　４件　16棟　冠水面積 10,520㎡
　被害農業者延数　507戸
　修繕工事等　28個所　35,877千円
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こ
の
七
月
の
豪
雨
災
害
で
は
、
市
内
の

一
部
の
地
域
に
、
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大
雨
・
台
風
・
洪
水
な
ど

の
風
水
害
や
、
突
然
起
こ
る
地
震
な
ど
で

は
、
土
砂
崩
れ
な
ど
の
二
次
災
害
の
発
生

も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
の
発
生
に
よ
り
、
道
路
な

ど
も
不
通
と
な
り
、
周
囲
か
ら
取
り
残
さ

れ
て
し
ま
う
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
避
難
時
に
役

立
つ
防
災
の
豆
知
識
と
、
非
常
時
の
持
ち

出
し
品
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

①　

懐
中
電
灯

②　

食
料
品

③　

ラ
ッ
プ
（
キ
ッ
チ
ン
用
）

　

こ
れ
は
阪
神
淡
路
大
震
災
の
と
き
、
被

災
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
実
際
に
役
に

立
っ
た
も
の
の
ベ
ス
ト
３
」
で
す
。

　

ラ
ッ
プ （
キ
ッ
チ
ン
用
）
は
、
手
を
ケ
ガ

し
た
時
に
包
帯
や
三
角
巾
の
代
わ
り
に
も

な
り
ま
す
。
ま
た
、
皿
に
敷
け
ば
汚
れ
ず
、

水
を
使
っ
て
洗
う
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

災
害
発
生
時
に
は
、
携
帯
電
話
は
ほ
と

ん
ど
使
え
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
携
帯

電
話
会
社
が
電
気
通
信
事
業
法
に
基
づ
き
、

重
要
通
信
の
確
保
の
た
め
、
一
般
通
信
に

対
し
て
規
制
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
で
す
。
公
衆
電
話
も
不
通
に
な
る
可
能

性
は
あ
り
ま
す
が
、
停
電
の
場
合
で
あ
れ

ば
、
十
円
玉
で
使
え
ま
す
の
で
、
必
ず
用

意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

地
震
に
よ
る
火
災
の
原
因
は
ス
ト
ー
ブ

や
台
所
の
火
が
引
火
す
る
こ
と
に
よ
る
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
中
に
は
ド
ラ
イ

ヤ
ー
な
ど
の
ス
イ
ッ
チ
を
付
け
た
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
電
気
の
回
復
し
た
時
に
入

っ
て
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

通
電
火
災
と
呼
び
ま
す
。

　

普
段
か
ら
使
用
し
な
い
時
は
、
電
化
製

品
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
は
ず
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

長
時
間
下
肢
を
動
か
さ
ず
に
座
っ
て
い

る
と
、
脚
部
の
奥
に
あ
る
静
脈
に
血
の
か

た
ま
り
が
で
き
る
こ
と
が
ま
れ
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
血
栓
が
怖
い
の
は
、
歩
い
て
い

る
間
に
そ
の
一
部
が
血
流
に
乗
っ
て
肺
に

と
び
、
肺
の
血
管
を
閉
塞
し
て
し
ま
う
こ

と
で
す
。
地
震
等
で
家
を
失
い
、
車
で
寝

泊
り
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合

に
も
、
時
々
外
に
出
て
体
を
伸
ば
し
、
こ

ま
め
な
水
分
補
給
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

　

人
は
、
膝
下
の
水
深
で
歩
く
の
が
困
難

に
な
り
、
腰
程
度
の
深
さ
に
な
る
と
歩
行

は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
な
り
ま
す
。
腰
ま
で

水
が
届
く
よ
う
な
ら
、
決
し
て
無
理
を
せ
ず
、

高
い
場
所
で
救
援
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

　

お
年
寄
り
や
病
人
な
ど
の
救
出
は
、
背

負
う
か
浮
き
輪
を
利
用
し
（
た
だ
し
深
い

と
こ
ろ
で
は
流
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で

使
用
し
な
い
）、赤
ち
ゃ
ん
に
は
ベ
ビ
ー
バ

ス
を
使
用
す
る
の
も
有
効
で
す
。

　

あ
ま
り
欲
張
り
す
ぎ
ず
、
重
さ
は
男
性

で
十
キ
ロ
、
女
性
で
五
キ
ロ
を
目
安
に
、

次
の
も
の
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

貴
重
品
類　

現
金
、
十
円
玉
（
公
衆
電
話
用
）、
テ
レ
フ

ォ
ン
カ
ー
ド
、
貯
金
通
帳
・
カ
ー
ド
類
、

健
康
保
険
証
・
証
書
類
、
免
許
証
・
身
分

証
明
書
、
家
や
車
の
鍵

避
難
用
具　

携
帯
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、
ろ
う
そ
く
、

予
備
の
電
池
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
軍
手

救
急
用
具　

傷
薬
、
ば
ん
そ
う

こ
う
、包
帯
、 脱
脂

綿
、
風
邪
薬
、
常

備
薬
、
胃
腸
薬

非
常
食
料
・
食
器

乾
パ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
缶
詰

め
、
組
食
器
、
缶
切
り
な
ど

衣
類　

下
着
類
、
防
寒
着
、
雨
具
、
タ
オ
ル
、
ハ

ン
カ
チ

生
活
用
品　

万
能
ナ
イ
フ
、
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー
、
ガ

ム
テ
ー
プ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
洗
面
用
具
、

裁
縫
道
具
、
ラ
ッ
プ

そ
の
他　

生
理
用
品
、
介
護
用
品
、
赤
ち
ゃ
ん
用
品

　

こ
れ
は
災
害
復
旧
ま
で
の
数
日
間
を
、

自
足
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
く
も
の

で
す
。
最
低
で
も
家
族
一
人
当
た
り
三
日

分
、
で
き
れ
ば
五
日
分
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

飲
料
水

　

大
人
一
人
当
た
り
一
日
三
リ
ッ
ト
ル
が

必
要
最
低
量
。
家
族
全
員
分
を
ポ
リ
タ
ン

ク
等
に
溜
め
て
お
き
、
で
き
れ
ば
沸
か
し

て
か
ら
飲
み
ま
し
ょ
う
。
こ
の
他
、
炊
事

・
洗
濯
・
ト
イ
レ
な
ど
に
使
う
生
活
用
水

の
確
保
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

食
料
品

　

そ
の
ま
ま
、
ま
た
は
簡
単
な
調
理
で
食

べ
ら
れ
る
物
、
例
え
ば
、
缶
詰
め
、
レ
ト

ル
ト
食
品
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
、
切
り
も

ち
な
ど
。
ま
た
、
調
味
料
な
ど
も
用
意
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

燃
料
・
そ
の
他

　

短
期
間
な
ら
卓
上
コ
ン
ロ
や
固
形
燃
料

で
充
分
で
す
が
、
冬
期
は
暖
房
用
の
燃
料

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
他
に
ビ
ニ
ー

ル
袋
、
新
聞
紙
、
キ
ッ
チ
ン
用
ラ
ッ
プ
な

ど
も
あ
る
と
便
利
で
す
。

覚
え
て
お
こ
う

役
立
つ
防
災
の
豆
知
識

役
立
つ
防
災
の
豆
知
識

役
立
つ
防
災
の
豆
知
識

役
立
つ
防
災
の
豆
知
識

役
に
立
つ
も
の
ベ
ス
ト
３

役
に
立
つ
も
の
ベ
ス
ト
３

十
円
玉
を
忘
れ
ず
に

十
円
玉
を
忘
れ
ず
に

通
電
火
災

通
電
火
災

車
や
狭
い
と
こ
ろ
に
も
長
く

車
や
狭
い
と
こ
ろ
に
も
長
く

と
ど
ま
っ
て
い
る
の
は
危
険

と
ど
ま
っ
て
い
る
の
は
危
険

歩
け
る
水
の
深
さ
は

歩
け
る
水
の
深
さ
は

非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
を

非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
を

一
次
持
ち
出
し
品
の
ポ
イ
ン
ト
は

一
次
持
ち
出
し
品
の
ポ
イ
ン
ト
は



　

平
成
十
三
年
四
月
か
ら
土
砂
災
害
防
止

法
が
施
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
法

律
に
基
づ
く
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定

に
あ
た
り
、
長
野
県
に
お
い
て
、
土
砂
災

害
に
よ
り
被
害
を
受
け
る
恐
れ
の
あ
る
区

域
の
地
形
、
地
質
、
土
地
利
用
状
況
等
に

つ
い
て
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
こ
の
法
律
と
、
そ
の
区
域

指
定
に
つ
い
て
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

　

土
砂
災
害
防
止
法
（
土
砂
災
害
警

戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止

対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
）
と
は
、

土
砂
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
・
身
体

を
保
護
す
る
た
め
、
土
砂
災
害
の
恐

れ
が
あ
る
区
域
に
つ
い
て
の
危
険
の

周
知
、
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
、
特

定
開
発
行
為
の
制
限
、
住
宅
等
の
新

規
立
地
抑
制
な
ど
の
ソ
フ
ト
対
策
を

推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

土
砂
災
害
か
ら
生
命
・
身
体
を
保

護
す
る
た
め
、
土
砂
災
害
防
止
工
事

等
の
ハ
ー
ド
対
策
と
併
せ
て
、
土
砂

災
害
の
危
険
性
の
あ
る
土
地
の
区
域

を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
中
で
警
戒
避

難
体
制
の
整
備
や
、
危
険
個
所
へ
の

新
規
住
宅
等
の
立
地
抑
制
等
の
ソ
フ

ト
対
策
を
、
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

渓
流
や
斜
面
及
び
そ
の
下
流
な
ど
、
土

砂
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
る
恐
れ
の
あ

る
区
域
の
地
形
、
地
質
、
土
地
利
用
状
況

等
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
身
分
証
明
書
を
携
帯

し
た
調
査
員
が
宅
地
に
立
入
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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基
礎
調
査
の
結
果
に
よ
り
、
市
町
村
長

の
意
見
を
聴
取
し
た
う
え
で
、
土
砂
災
害

の
恐
れ
の
あ
る
区
域
を
指
定
し
ま
す
。

○
土
砂
災
害
警
戒
区
域

土
砂
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
区
域

○
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
う
ち
、
建
築
物
に

損
壊
が
生
じ
、
住
民
に
著
し
い
危
害
が
生

じ
る
恐
れ
が
あ
る
区
域

警
戒
区
域
で
は
…

○
警
戒
避
難
体
制
の
整
備

　

市
町
村
に
よ
り
、
土
砂
災
害
か
ら
県
民

の
生
命
・
身
体
を
守
る
た
め
、
災
害
情
報

の
伝
達
や
避
難
が
確
実
に
行
わ
れ
る
警
戒

避
難
体
制
の
整
備
が
図
ら
れ
ま
す
。

特
別
警
戒
区
域
で
は
…

○
特
定
の
開
発
行
為
に
対
す
る
許
可
制

　

都
道
府
県
に
よ
り
、
住
宅
宅
地
分
譲
や

災
害
時
要
援
護
者
関
連
施
設
の
立
地
の
た

め
の
開
発
行
為
は
、
基
準
に
従
っ
た
も
の

に
限
っ
て
許
可
さ
れ
ま
す
。

○
建
築
物
の
構
造
の
規
制

　

居
室
を
有
す
る
建
築
物
は
、
作
用
す
る

と
想
定
さ
れ
る
衝
撃
等
に
対
し
て
建
築
物

の
構
造
が
安
全
で
あ
る
か
ど
う
か
建
築
確

認
が
行
わ
れ
ま
す
。《
建
築
主
事
を
置
く
地

方
公
共
団
体
（
特
定
行
政
庁
）
に
よ
る
》

○
宅
地
建
物
取
引
に
お
け
る
措
置

　

特
定
の
開
発
行
為
に
お
い
て
は
、
都
道

府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
た
後
で
な
け
れ

ば
当
該
宅
地
の
広
告
、
売
買
契
約
の
締
結

が
行
え
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
宅
地
建
物
取
引
業
者
は
、
当
該

宅
地
ま
た
は
建
物
の
売
買
等
に
あ
た
り
、

特
定
の
開
発
行
為
の
許
可
に
つ
い
て
重
要

事
項
説
明
を
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

○
建
築
物
の
移
転
等
の
勧
告
及
び
支
援
措
置

　

都
道
府
県
に
よ
り
、
著
し
い
損
壊
が
生

じ
る
恐
れ
の
あ
る
建
築
物
の
所
有
者
等
に

対
し
、
移
転
等
の
勧
告
が
図
ら
れ
ま
す
。

土
砂
災
害
警
戒
区
域
が
指
定
さ
れ
ま
す

土
砂
災
害
防
止
法
と
は
？

な
ぜ
法
律
が
必
要
か
？

基
礎
調
査
と
は
？

ど
ん
な
区
域
が
指
定
さ
れ
る
の
か
？

警
戒
区
域
及
び
特
別
警
戒

区
域
に
指
定
さ
れ
た
ら
？
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中
野
建
設
事
務
所
で
は
、
土
砂
災
害

防
止
法
の
区
域
指
定
に
伴
う
地
元
説
明

会
を
、
市
の
環
境
課
が
実
施
す
る
「
ご

み
減
量
化
に
伴
う
説
明
会
」
に
併
せ
て

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

市
の
ご
み
減
量
化
に
伴
う
説
明
会
に
つ

い
て
は
、
七
ペ
ー
ジ
に
日
程
の
表
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
区
域
指
定
に
伴
う
地
元

説
明
会
は
、
該
当
区
の
み
で
の
開
催
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
区
域
指
定
に
伴
う
地
元
説
明
会

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
中
野
建
設
事
務

所
整
備
チ
ー
ム
計
画
調
査
ユ
ニ
ッ
ト
（�

�
３
１
３
８
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

土
砂
災
害
防
止
法
の
区
域
指
定
に
伴
う

地
元
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

警戒区域指定の対象

雨や雪どけ水、地震などの影響によ
って、急激に斜面が崩れ落ちる現象

山や川の土砂が、大雨などにより水
と一緒になって激しく流れ下る現象

雨や雪どけ水が地下にしみこみ、
断続的に斜面が滑り出す現象

が け 崩 れ 土 石 流 地 滑 り
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「
防
災
の
日
」
の
九
月
一
日
、
中
野
市

総
合
防
災
訓
練
を
、
平
野
地
区
住
民
の
皆

さ
ん
、
県
や
消
防
署
、
そ
し
て
警
察
署
等

の
公
共
機
関
を
は
じ
め
、
市
消
防
団
や
民

間
企
業
等
の
関
係
機
関
の
協
力
に
よ
り
、

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
災
害
対
策
基
本
法
及
び

中
野
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
防
災

関
係
機
関
と
市
民
が
相
互
に
連
携
し
て
、

各
種
の
防
災
訓
練
を
総
合
的
に
実
施
し
、

有
事
に
際
し
て
即
応
で
き
る
体
制
を
確
立

す
る
と
と
も
に
、
広
く
防
災
意
識
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。

　

当
日
は
、
市
内
に
震
度
六
弱
の
大
規
模

直
下
型
地
震
が
発
生
し
、
市
が
災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
、
特
に
、
平
野
地
区
内
に

家
屋
の
倒
壊
や
火
災
、
土
砂
災
害
等
の
被

害
が
発
生
し
た
と
想
定
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
会
場
の
中
野
平
中
学
校
の
旧
校
庭

で
は
、
避
難
指
示
伝
達
に
よ
る
避
難
訓
練
、

停
電
を
想
定
し
た
緊
急
送
電
訓
練
の
ほ
か
、

車
輌
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
受
傷
者
の
救

出
訓
練
や
災
害
協
定
に
よ
る
救
援
物
資
の

調
達
訓
練
、
そ
し
て
化
学
災
害
対
策
訓
練

等
の
様
々
な
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
、
普
及
が
増
加
し
て
い
る

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
取

り
扱
い
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
平
成　

年
度
年
度

1818

中
野
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

中
野
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

▲化学災害対策訓練も実施されました

▲AEDを使用した一次救命処置を実施

　

市
で
は
、
平
常
時
及
び
災
害
発
生
時
の

情
報
伝
達
体
制
の
確
保
及
び
皆
さ
ん
の
安

全
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
、
防
災
行
政
無

線
（
同
報
系
）
を
市
内
に
百
三
十
二
基
設

置
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
随
時
、
大
切
な

情
報
の
放
送
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

チ
ャ
イ
ム
が
聞
こ
え
た
場
合
に
は
、
窓

を
開
け
た
り
、
聞
き
や
す
い
場
所
に
移
動

す
る
な
ど
、
放
送
の
内
容
に
耳
を
傾
け
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
通
報
可
能
範
囲
は
住
宅
地
の
ほ

ぼ
全
域
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
住
宅
の
構

造
、
風
向
き
、
ス
ピ
ー
カ
の
向
き
、
近
隣

の
交
通
事
情
等
に
よ
り
、
各
ご
家
庭
に
お

い
て
は
、
聞
こ
え
に
く
い
状
況
が
あ
る
こ

と
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
時
に
は
、
左
記
の
方
法
に

よ
り
放
送
内
容
の
確
認
が
で
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
市
役
所
庶
務
課
防
災
係
（�
�
２

１
１
１
内
線
２
１
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
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大
切
な
情
報
を

で
お
伝
え
し
て
い
ま
す

防
災
行
政
無
線

放送内容の確認方法

電話から

中野市公式ホー ム ペ ージから

●ご自宅のＮＴＴ一般加入電話や携帯電話を利
用して、放送内容を確認することができます。
●ご利用方法

●防災行政無線の放送文により内容を確認する
ことができます。
●ご利用方法
  Ｕ Ｒ Ｌ

にダイヤルしてください。 （通話無料）

0 1 2 0 － 8 9 2 － 5 6 0
ハヤクキコウ ム セン

（ホームページを閲覧できる環境が必要です。）

http:/ / www.city.nakano.nagano.jp

パソコン：
「暮らしの情報」 � 「防災行政無線放送」

携帯電話：
「防災情報」 � 「防災行政無線放送」
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中
野
市
は
、
緑
の
恩
恵
に
つ
つ
ま
れ
た
、

自
然
に
親
し
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

良
好
な
水
環
境
の
保
全
や
ご
み
の
減
量
化

・
再
資
源
化
な
ど
に
よ
り
、
地
球
に
や
さ

し
い
循
環
型
社
会
の
形
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
で
は
「
ご
み
の
減
量
化
」

対
策
と
し
て
、

①
可
燃
ご
み
、
埋
立
ご
み
の
有
料
化

②
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
分
別
収
集

の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
説
明
会
を
各
区
ご
と
に
開

催
い
た
し
ま
す
の
で
、
左
ペ
ー
ジ
の
日
程

を
ご
確
認
の
う
え
、
大
勢
の
皆
さ
ん
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

市
の
一
年
間
に
処
理
す
る
ご
み
の
量
は
、

約
一
万
六
千
ト
ン
で
、
処
理
料
金
は
五
億

円
を
超
え
て
い
ま
す
。
処
理
す
る
ご
み
の

九
割
近
く
を
占
め
る
可
燃
ご
み
は
、
焼
却

し
て
も
一
割
が
灰
と
し
て
残
り
、
埋
立
ご

み
と
し
て
大
俣
最
終
処
分
場
（
建
設
費
十

億
円
）
に
埋
め
立
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

割
合
の
多
い
可
燃
ご
み
に
つ
い
て
み
る

と
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
や
布
類

な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
も
の
が
処
理
品

目
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
組
成
調

査
結
果
か
ら
、
新
聞
紙
や
雑
誌
、
空
缶
な

ど
が
混
入
さ
れ
て
お
り
、
分
別
の
徹
底
が

さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

ご
み
の
減
量
は
、
持
続
可
能
な
循
環
型

社
会
構
築
の
た
め
、
ま
た
、
地
球
温
暖
化

防
止
の
た
め
に
全
国
で
積
極
的
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
変
重
要
な
行
政

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
公
平
か
つ
効
果
的

な
施
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
分
別
徹
底
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
に

努
め
て
処
理
経
費
を
か
け
て
い
る
家
庭
と
、

分
別
し
な
い
で
ご
み
を
多
く
出
し
て
い
る

家
庭
で
は
、
同
じ
だ
け
の
ご
み
処
理
費
用

の
負
担
（
税
金
）
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
有
料
化
に
よ
り
、
ご

み
を
出
す
量
に
応
じ
て
処
理
費
用
の
負
担
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
費
用
負
担
の
公
平

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
有
料
化
は
、
生
ご
み
の
堆
肥
化
や
分
別

徹
底
の
促
進
が
図
れ
る
こ
と
か
ら
、
ご
み
の

減
量
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

有
料
化
す
る
ご
み
の
品
目
と
料
金
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
可
燃
ご
み　

リ
ッ
ト
ル
袋
は
、

10

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
や
そ
の
他
の

資
源
物
の
分
別
徹
底
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
可
燃
ご
み
の
容
量
が
大
幅
に
減
少

す
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
ご
み
の
排
出
を

よ
り
効
果
的
に
で
き
る
よ
う
に
、
新
規
設

定
を
い
た
し
ま
す
。

　

有
料
化
に
併
せ
て
、
今
ま
で
可
燃
ご
み

と
し
て
焼
却
処
分
し
て
い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
を
、
資
源
物
と
し
て
分
別

す
る
こ
と
に
よ
り
、
可
燃
ご
み
の
減
量
に

つ
な
が
り
、
分
別
収
集
し
た
も
の
は
再
利

用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
す
る
方
法
に
変
更
い

た
し
ま
す
。

　

プ
ラ
の
マ
ー
ク
の
つ
い
て
い
る
も
の
が

対
象
と
な
り
、
主
に
ポ
リ
袋
・
ラ
ッ
プ
類
、

ト
レ
ー
・
パ
ッ
ク
類
、
カ
ッ
プ
類
、
ボ
ト

ル
類
、
チ
ュ
ー
ブ
類
、
ふ
た
な
ど
を
分
別

収
集
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
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ご
み
の
減
量
化
に
伴
う
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説
明
会
を
実
施
し
ま
す

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
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うううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう

ご
み
の
減
量
化
に
伴
う
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説
明
会
を
実
施
し
ま
す

ご
み
減
量
化
対
策
の
概
要

中
野
市
の
ご
み
の
量
及
び

処
理
費
の
状
況
に
つ
い
て

有
料
化
に
つ
い
て

有
料
化
の

料
金
設
定
に
つ
い
て

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
の
分
別
に
つ
い
て

ごみ袋１枚当たりにごみ袋１枚当たりに
上乗せする料金の予定単価上乗せする料金の予定単価

45円30リットル袋可燃ごみ

30円20リットル袋可燃ごみ

15円10リットル袋可燃ごみ

30円20リットル袋埋立ごみ

７　平成１8年９月　広報なかの

ごみ減量化に伴う説明会の日程
会　　場開催区開催時間開催日

間 山 公 民 館間 山午後６時30分
９月26日�

柳 沢 区 民 会 館柳 沢午後６時30分

田上生活改善センター田 上午後６時30分
９月29日�

牧 ノ 入 公 会 堂牧ノ 入 ・ 中小屋午後６時30分

岩井生活改善センター岩 井午後６時30分

10月２日� 岩井東研修センター岩 井 東午後６時30分

深沢区コミュニティセンター深 沢午後６時30分

越構造改善センター越午後６時30分

10月４日� 西笠原活性化センター西 笠 原午後６時30分

長 元 坊 集 会 所長 元 坊午後６時30分

東 笠 原 公 民 館東 笠 原午後６時30分
10月６日�

北間長瀬構造改善センター北間長瀬午後６時30分

南 間 長 瀬 公 民 館南間長瀬午後６時30分
10月７日�

栗 林 公 民 館栗 林午後６時30分

新井構造改善センター新 井午後６時30分

10月11日� 若 宮 公 民 館若 宮午後６時30分

赤 岩 公 民 館赤 岩午後６時30分

竹 原 研 修 セ ン タ ー竹 原午後６時30分

10月13日� 金 井 農 事 集 会 所金 井午後６時30分

中 町 公 会 堂中 町午後６時30分

東 町 区 民 会 館東 町午後６時30分

10月16日� 西 町 公 会 堂西 町午後６時30分

松 川 区 民 会 館松 川午後６時30分

普 代 公 会 堂普 代午後６時30分

10月18日� 東 松 川 公 会 堂東 松 川午後６時30分

一本木南部研修センター一 本 木午後７時　　

栗和田コミュニティセンター栗 和 田午後６時30分

10月20日� 西 条 研 修 セ ン タ ー西 条午後６時30分

上小田中集落センター上小田中午後６時30分

下 小 田 中 公 会 堂下小田中午後６時30分
10月23日�

東 吉 田 区 民 会 館東 吉 田午後６時30分

新 野 区 民 会 館新 野午後６時30分

10月25日� 更科構造改善センター更 科午後６時30分

高遠生活改善研修センター高 遠午後６時30分

東 山 区 集 会 所東 山午後６時30分

10月27日� 桜 沢 公 民 館桜 沢午後６時30分

大 熊 公 民 館大 熊午後６時30分

北 大 熊 公 民 館北 大 熊午後７時　　
10月30日�

小 沼 公 会 堂小 沼午後６時30分

会　　場開催区開催時間開催日

篠井生活改善研修センター篠 井午後６時30分
11月1日�

新 保 公 会 堂新 保午後６時30分

西 江 部 公 民 館西 江 部午後６時30分

11月６日� 東 江 部 公 民 館東 江 部午後６時30分

穴 田 公 民 館穴 田午後６時30分

泉 団 地 集 会 所泉午後６時30分

11月８日� 岩 船 公 会 堂岩 船午後７時　　

笠 倉 公 民 館笠 倉午後６時30分

片 塩 公 民 館片 塩午後６時30分

11月10日� 七 瀬 公 会 堂七 瀬午後６時30分

硲生活改善センター硲午後６時30分

吉 田 研 修 セ ン タ ー吉 田午後６時30分

11月13日� 長嶺ニュータウン集会所長 嶺午後６時30分

上 今 井 公 民 館上 今 井午後６時30分

安 源 寺 農 事 集 会 所安 源 寺午後６時30分

11月15日� 草 間 公 会 堂草 間午後６時30分

奥 手 山 公 会 堂奥 手 山午後６時30分

草 間 研 修 セ ン タ ー日 和午後６時30分

11月17日� 立 ケ 花 公 会 堂立 ケ 花午後６時30分

豊 田 文 化 セ ン タ ー替佐 ・ 美沢午後６時30分

牛 出 公 会 堂牛 出午後６時30分
11月20日�

毛 野 川 集 会 所毛 野 川午後６時30分

大 俣 公 民 館大 俣午後６時30分

11月22日� 田 麦 公 民 館田 麦午後６時30分

南永江交流センター南 永 江午後６時30分

厚 貝 公 会 堂厚 貝午後６時30分

11月24日� 親 川 太 子 堂親 川午後６時30分

北永江農家組合集会所北 永 江午後７時　　

壁田農業研修センター壁 田午後６時30分

11月27日� 涌 井 集 会 所涌 井午後６時30分

梨 久 保 集 会 所梨 久 保午後６時30分

古牧生活改善研修センター古 牧午後６時30分

11月29日� 三 俣 集 会 所三俣 ・ 豊田深沢午後６時30分

赤坂生活改善センター赤 坂午後６時30分

※説明会の日程は、説明を約１時間、質疑を約１時間の２時間
を予定しています。
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問い合わせ先
・市役所環境課衛生係 （�22－2111内線245）
・豊田支所市民環境課市民環境係 （�38－3111内線135）



　

任
期
満
了
に
伴
う
長
野
県
知
事

選
挙
の
投
票
が
、
八
月
六
日
に
行

わ
れ
て
即
日
開
票
さ
れ
、
村
井
仁

さ
ん
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
野
市
分
の
投
・
開
票
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

有
権
者
数　
　

三
七
、
八
八
一
人

　
　
　
　

男　

一
八
、
二
六
三
人

　
　
　
　

女　

一
九
、
六
一
八
人

投
票
者
数　
　

二
四
、
〇
〇
六
人

　
　
　
　

男　

一
一
、
七
二
七
人

　
　
　
　

女　

一
二
、
二
七
九
人

投 
票 
率　
　
　

六
三
・
三
七
㌫

　
　
　
　

男　
　

六
四
・
二
一
㌫

　
　
　
　

女　
　

六
二
・
五
九
㌫

有
効
投
票　
　

二
三
、
七
九
三
票

無
効
投
票　
　
　
　
　

二
一
三
票

候
補
者
別
得
票
数
（
得
票
順
）

　

村
井　

仁
（
無
新
）

　
　
　
　
　
　

一
四
、
一
三
九
票

　

田
中
康
夫
（
無
現
）

　
　
　
　
　
　
　

九
、
六
五
四
票

▲８月６日の開票の様子

長
野
県
知
事
選
挙

投
・
開
票
結
果

　

市
で
は
、
合
併
を
機
に
、
新
た

な
区
域
の
中
で
効
率
的
か
つ
適
切

に
環
境
保
全
対
策
を
推
進
す
る
た

め
、「
中
野
市
環
境
基
本
計
画
」
を

策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た

り
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
地
域
環
境

や
地
球
環
境
に
対
す
る
認
識
と
環

境
へ
の
取
り
組
み
の
現
状
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
環
境
へ

の
配
慮
や
取
り
組
み
姿
勢
に
関
す

る
考
え
を
把
握
す
る
た
め
、
市
民

環
境
意
識
調
査
を
実
施
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
っ
た
皆
さ
ま
に
は
、

調
査
票
を
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
調
査
対
象

市
内
在
住
の
二
十
歳
以
上
の
男
女

二
千
人
（
住
民
基
本
台
帳
か
ら
無

作
為
に
抽
出
）

●
調
査
票

無
記
名
で
ご
記
入
い
た
だ
き
、
同
封

の
返
信
用
封
筒
に
よ
り
、
九
月
二
十

八
日�
ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
環
境
課
環
境
係
（�
�
２

１
１
１
内
線
２
４
７
）
ま
た
は
、

豊
田
支
所
市
民
環
境
課
（�
�
３

１
１
１
内
線
１
３
５
）

　

平
成
十
七
年
四
月
に
、
新
設
合

併
に
よ
り
新
し
い
中
野
市
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
が
、
現
在
、
市
の

花
、 木
、
鳥
、
そ
し
て
市
民
歌
に
つ

い
て
は
制
定
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
、
新
し
い
中
野
市
の

シ
ン
ボ
ル
や
市
民
歌
な
ど
を
制
定

す
る
こ
と
は
、
市
民
意
識
も
高
ま

り
、
元
気
に
な
る
効
果
も
あ
り
、

必
要
な
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
一
部
の
方
々
に
は
、
平

成
十
七
年
十
月
に
市
が
実
施
い
た

し
ま
し
た
「
市
民
意
識
調
査
」
で
、

無
作
為
抽
出
で
は
あ
り
ま
す
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
さ
ら
に
よ
り
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
お
聞

き
し
、
新
し
い
市
の
シ
ン
ボ
ル
等

制
定
の
た
め
に
懇
話
会
を
設
置
す

る
た
め
、
そ
の
委
員
を
公
募
い
た

し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
方

募
集
人
数　

二
十
名
程
度

任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
市
の
花
、

木
、
鳥
、
市
民
歌
制
定
の
日
ま
で

応
募
方
法

　

様
式
は
定
め
て
い
ま
せ
ん
が
、

住
所
、 

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

市
の
シ
ン
ボ
ル
に
関
す
る
ご
意
見

を
記
載
の
う
え
、
直
接
持
参
し
て

い
た
だ
く
か
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
に
よ
り
お
送
り
く
だ
さ
い
。

募
集
締
切　

九
月
二
十
九
日�

決
定
方
法　

選
考
に
よ
り
決
定

調
査
の
概
要

市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民
環環環環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境境境境
意意意意意意意意意意意意意意意意
識識識識識識識識識識識識識識識識
調調調調調調調調調調調調調調調調
査査査査査査査査査査査査査査査査
にににににににににににににににに

市
民
環
境
意
識
調
査
に

ごごごごごごごごごごごごごごごご
協協協協協協協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力力力力力力力
くくくくくくくくくくくくくくくく
だだだだだだだだだだだだだだだだ
ささささささささささささささささ
いいいいいいいいいいいいいいいい

ご
協
力
く
だ
さ
い
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市
の
花
、 木
、 鳥
、 市
民
歌
等

制
定
懇
話
会
委
員
を
公
募
し
ま
す

そ
の
他

・
市
内
の
中
学
校
及
び
高
等
学
校

の
生
徒
に
も
委
員
と
し
て
参
加

し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

・
会
議
等
へ
出
席
の
報
酬
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
庶
務
課
庶
務
文
書
係

〒
３
８
３
‐
８
６
１
４

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
三
番
十
九
号

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
０
７
、

Ｆ
Ａ
Ｘ�
０
３
４
９
）

Ｅ
メ
ー
ル

shom
u@
city.nakano.nagano.jp

※
持
参
に
よ
る
応
募
及
び
お
問
い

合
わ
せ
は
、
豊
田
支
所
総
務
課

 （�
�
３
１
１
１
内
線
１
１
１
）

で
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
高
齢
者
が
優
先
的
に

駐
車
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、

 「
高
齢
運
転
者
優
先
駐
車
場
マ
ー
ク
」

を
本
庁
舎
前
に
二
区
画
、
豊
田
支

所
前
に
一
区
画
、
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
高
齢
の
ド
ラ
イ
バ
ー

が
優
先
的
に
駐
車
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
で
、 高
齢
運
転
者
マ
ー
ク（
紅
葉

マ
ー
ク
）
を
付
け
た
車
両
が
優
先

し
て
駐
車
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
、
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ

の
ス
ペ
ー
ス
へ
の
一
般
の
方
の

駐
車
は
、
お
控
え
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

高
齢
運
転
者
の
優
先
駐
車
区
画
を
設
置▲本庁舎前の優先スペース
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姉妹都市「北茨城市」の特産品も加わります
 2006冬
　　ギフト商品を募集

　

毎
回
ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
る

市
内
の
農
産
物
や
加
工
品
を
取
り

揃
え
た
冬
の
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ
を
、

今
年
も
発
行
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
市
内
で
生
産
さ
れ
て

い
る
農
産
物
な
ど
の
セ
ッ
ト
や
加

工
品
の
ギ
フ
ト
商
品
に
加
え
、
姉

妹
都
市
の
北
茨
城
市
産
農
水
産
物

や
加
工
品
も
掲
載
し
た
ギ
フ
ト
カ

タ
ロ
グ
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
い
た
だ

け
る
様
々
な
ギ
フ
ト
商
品
を
募
集

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
自
慢
の
商

品
を
販
売
し
た
い
方
は
、
ど
う
ぞ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
商
品

中
野
市
産
農
産
物
ま
た
は
市
内
で

製
造
さ
れ
た
食
品
で
贈
答
品
と
し

て
宅
配
が
可
能
な
も
の
（
た
だ
し
、

原
材
料
は
国
内
産
に
限
る
）

応
募
締
切　

九
月
二
十
九
日�

掲
載
料　

一
枠　

二
千
五
百
円

　
　
　

（
最
大
三
品
ま
で
掲
載
可
）

販
売
手
数
料　

一
個
に
つ
き
一 
三
〇
円

発
行
時
期　

十
一
月
上
旬

発
行
部
数　

三
万
部
（
中
野
市
及

び
北
茨
城
市
全
戸
配
布
、
ふ
る
さ

と
信
州
中
野
会
Ｄ
Ｍ
等
）

受
付
発
送
及
び
代
金
決
済

商
品
の
注
文
受
付
及
び
代
金
決
済

▲

昨
年
の
冬
の
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ

は
中
野
市
振
興
公
社
が
行
い
、
発

送
及
び
商
品
の
ク
レ
ー
ム
対
応
は
、

参
加
各
社
が
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。

※
応
募
条
件
及
び
提
出
書
類
等
は
、

　

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
売
れ
る
農
業
推
進
室
（�

（　

）
２
１
１
１
内
線
３
８
１
）

22

　

こ
の
た
び
市
で
は
、
旧
マ
ツ
ヤ
中
野
店
跡
地
を
取
得

し
、
愛
称
を
「
中
野
陣
屋
前
広
場
」
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
広
場
は
、
市
内
の
各
種
団
体
が
イ
ベ
ン
ト
、
市

（
い
ち
）、発
表
会
な
ど
に
よ
る
賑
わ
い
づ
く
り
や
交
流
、

活
動
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
等
が
開
催
さ
れ

な
い
時
に
は
、
来
街
者
や
中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館
へ

の
来
館
者
な
ど
の
駐
車
場
と
し
て
、
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

用
地
の
名
称　

中
野
陣
屋
前
広
場

所
在　

中
央
二
丁
目
八
一
八
―
一

面
積　

一
、
八
四
七
・
一
三
平
方
メ
ー
ト
ル
（
公
簿
）

使
用
条
件

①
イ
ベ
ン
ト
等
で
使
用
す
る
場
合

・
原
則
と
し
て
中
野
市
内
に
使
用
者
の
住
所
が
あ
る
団
体

・
使
用
許
可
を
得
た
団
体
に
限
る

②
駐
車
場
と
し
て
使
用
す
る
場
合

・
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
が
な
い
時
（
使
用
許
可
は
不
要
）

使
用
料　

原
則
無
料

※
詳
細
は
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
室（��
２
１
１
１
内
線
２
７
２
）

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野陣陣陣陣陣陣陣陣陣陣陣陣陣陣陣陣陣陣陣陣屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場をををををををををををををををををををを中野陣屋前広場を
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだささささささささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい　　　ご活用ください

　この４月から ｢障害者自立支援法｣   が施行されています。
　これに伴い、１０月からは新体系のサービスが始まりますので、ご理
解をお願いいたします。
○現行の居宅サービス
　ホームヘルプ、デイサービス、ショートステイ、グループホームにつ
いては、名称や内容を改めてサービスをスタートします。（下図を参照）
○現行の施設サービス
　身体・知的障害者更生施設、身体・知的障害者授産施設等について
は、サービス提供事業所の見解により、５年以内に新体系サービスへ
移行することになっています。

補装具と日常生活用具の制度
これまでの補装具給付制度と日常生活用具給付等事業は、個別給付で
ある補装具費と地域生活支援事業による日常生活用具給付に再編されます。
補装具費…障害者等の身体機能を補完し、または代替し、かつ、長時
間にわたり継続して使用されるものなど。また、義肢、装具、車椅子など。
補装具費の支給…これまでの現物支給から、補装具費(購入費、修理
費)の支給と大きく変わり、利用者負担についても定率負担となり、１
割を利用者が負担することとなります。ただし、所得に応じて一定の
負担上限が設定されます。支給決定は、障害者または障害児の保護者
からの申請に基づき、市が行います。
日常生活用具…生活上の便宜を図るための用具である日常生活用具
の給付は、市の地域生活支援事業で行います。(給付については、お問
い合わせください）
問い合わせ先　市役所福祉課障害福祉係（�(22)２１１１内線２９４）
　　　　　　　 豊田支所健康福祉課福祉係（�(38)３１１１内線１２６）

１０月から「新体系」でのサービスがスタート
� ������������

� �����������������������������

市町村
訓練等給付

・自立訓練（機能訓練、生活訓練）
・就労継続支援
・共同生活援助（グループホーム）等

自立支援医療

・（旧）更生医療　・（旧）育成医療
・（旧）精神通院公費

補装具

・相談支援　・日常生活用具　・コミュニケーション支援　・移動支援　・地域活動支援　等

地域生活支援事業

・居宅介護（ホームヘルプ）

・行動援護　・療養介護
・生活介護　・児童デイサービス
・短期入所（ショートステイ）

・共同生活介護（ケアホーム）
・施設入所支援

介護給付

支援

自立支援給付

障害者・児

・広域支援　・人材育成　　等

都　道　府　県
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中
山
晋
平
先
生
・
高
野
辰
之
先

生
を
は
じ
め
と
す
る
本
市
出
身
の

音
楽
家
の
業
績
を
称
え
、
市
民
の

文
化
芸
術
活
動
の
振
興
を
図
る
た

め
、
今
年
の
晋
平
・
辰
之
メ
モ
リ

ア
ル
は
、「
新
垣
勉
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。　

　

新
垣
勉
さ
ん
は
、
沖
縄
県
に
生

ま
れ
、
幼
少
期
に
視
力
を
失
い
、

天
涯
孤
独
と
い
う
環
境
を
乗
り
越

え
、
全
国
で
愛
と
命
の
大
切
さ
を

歌
い
続
け
、「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
生

き
方
を
創
造
す
る
魂
の
テ
ノ
ー
ル

歌
手
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

深
く
澄
み
渡
る
声
で
、
人
々
の

心
に
安
ら
ぎ
と
勇
気
を
与
え
る
、

新
垣
勉
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
、

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

期
日　

十
一
月
二
日�

時
間　

午
後
六
時
三
十
分
開
演

　
　
　

（
午
後
六
時
開
場
）

会
場　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料
《
晋
平
・
辰
之
メ
モ
リ
ア

ル
特
別
料
金
》
全
席
自
由

●
前
売
券　

大
人　

二
千
円

　
　

高
校
生
以
下　

千
円

●
当
日
券　

大
人　

二
千
五
百
円

　
　

高
校
生
以
下　

千
五
百
円

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
場
所

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
・
ヒ
オ
キ
楽
器
㈱

中
野
店
／
Ｊ
Ａ
中
野
市
各
支
所
／

中
野
商
工
会
議
所
／
Ｊ
Ａ
北
信
州

み
ゆ
き
豊
田
地
区
各
支
所
／
中
野

陣
屋
・
県
庁
記
念
館
／
中
山
晋
平

記
念
館
／
豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
／

高
野
辰
之
記
念
館
／
ぽ
ん
ぽ
こ
の

湯
／
も
み
じ
荘
／
ま
だ
ら
お
の
湯

／
道
の
駅
ふ
る
さ
と
豊
田
／
市
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課

問
い
合
わ
せ
先　

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
推
進
係
（�
�
２
１
１
１
内

線
３
０
７
）

　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
図
り

な
が
ら
、
人
権
教
育
及
び
啓
発
を

図
る
た
め
、「
人
権
セ
ン
タ
ー
ま
つ

り
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。（
入
場
無
料
）

期
日　

九
月
三
十
日�

会
場　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー
及

　
　
　

び
中
央
公
民
館
講
堂

主
な
内
容

《
午
前
九
時
〜
午
後
一
時
ま
で
》

☆
作
品
・
ポ
ス
タ
ー
展
示

会
場　

人
権
セ
ン
タ
ー

※
集
会
所
利
用
者
、
老
人
ク
ラ
ブ

　

連
合
会
、
身
体
障
害
者
福
祉
協

　

会
等
の
皆
さ
ん
が
制
作
し
た
書

　

道
・
陶
芸
・
生
け
花
・
手
芸
・

　

絵
画
等
の
作
品
展
及
び
絵
手
紙

　

の
会
、
機
織
の
会
の
皆
さ
ん
の

　

作
品
な
ど

☆
野
外
チ
ャ
リ
テ
ィ
販
売
ほ
か　

会
場　

人
権
セ
ン
タ
ー
玄
関
前

※
作
品
販
売
、
地
元
の
果
物
、
野

　

菜
、
山
菜
お
こ
わ
、
き
の
こ
汁

　

の
販
売
、
血
圧
測
定
な
ど

《
午
前
十
時
〜
午
後
一
時
ま
で
》

☆
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

会
場　

人
権
セ
ン
タ
ー
玄
関
前

※
県
の
移
動
絵
本
図
書
館
車
が
千

　

二
百
冊
の
絵
本
を
の
せ
て
や
っ

　

て
き
ま
す
。

《
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
》

☆
笑
い
の
中
の
出
前
漫
才
・
夫
婦
漫
才

会
場　

中
央
公
民
館
講
堂
（
三
階
）

出
演　

林
家
ラ
イ
ス
・
カ
レ
ー
子

　
　

（
故
林
家
三
平
師
匠
の
弟
子
）

演
題　

「
身
近
な
人
権
を
か
ん
が

新垣勉コンサート
晋平・辰之メモリアル

▲林家ライス・カレー子

　
　
　

え
よ
う
」

※
現
代
社
会
の
難
問
を
た
く
み
に

　

漫
才
に
取
り
入
れ
、
明
る
く
披

　

露
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

人
権
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局
〈
中
野
市
人
権
セ
ン
タ

ー
内
〉（�
�
２
２
８
７
）

　

市
で
は
七
月
か
ら
、
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
介
護
予
防
講
座
と
し

て
、『
み
ん
な
す
て
き
に
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
講
座
』
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
座
で
は
９
月
に
、
受
講

生
の
皆
さ
ん
で
、
須
坂
市
の
「
湯

っ
蔵
ん
ど
」
へ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ

ン
テ
ス
ト
見
学
会
に
出
か
け
ま
す
。

　

今
回
、
講
座
受
講
生
の
追
加
募

集
と
コ
ン
テ
ス
ト
見
学
会
の
参
加

者
を
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
見
学
会
の
み
の
参
加
も
可
）

●
受
講
生
の
追
加
募
集

対
象
者　

概
ね
六
十
歳
以
上
の
方

募
集
人
数　

十
名
程
度

実
施
日　

九
月
二
十
九
日
（
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
見
学
会
）、

十
月
二
十
六
日
、
十
一
月
二
十
四

日
、
十
二
月
二
十
一
日

時
間　

午
前
十
時
〜
正
午

費
用　

鉢
植
え
代　

千
円

　
　
　

寄
せ
植
え
代　

三
千
円

会
場　

さ
ん
さ
ん
館（
西
条　

番
地
１
）

70

●
コ
ン
テ
ス
ト
見
学
会
参
加
者
募
集

期
日　

九
月
二
十
九
日�

時
間　

午
前
十
時
〜
午
後
二
時
頃

募
集
人
数　

三
十
名
程
度

（
追
加
募
集
の
受
講
生
も
含
む
）

見
学
会
場　

湯
っ
蔵
ん
ど
（
須
坂
市
）

費
用　

昼
食
代
（
千
円
）

※
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
健
康
長
寿
課
長
寿
支
援
係

〈
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
〉（�
�

２
１
１
１
内
線
２
４
３
）

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

人
権
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
開
催

『
み
ん
な
す
て
き
に
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
』
か
ら
の
お
知
ら
せ

『
み
ん
な
す
て
き
に
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
』
か
ら
の
お
知
ら
せ

11　 平成１8年９月　広報なかの

�

�

�

�

����������������������

����������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

～白色発泡トレーの出し方～
ごみの減量・分別のワンポイント⑥

○収集できるトレー
　白色で発泡スチロール製の食品
トレー（つまようじでプスッと刺す
ことができるもの）
※きれいに洗って出しましょう！
○収集できないトレー
（可燃ごみとして出してください）
・色や模様がついたトレー
・発泡スチロール製でないトレー
　（豆腐の容器、電子レンジ対応容
　　器など）
・納豆のパック
・トレータイプでない容器
　（カップ麺・弁当・ハンバーガー
　　の容器など）
☆スーパーなどの小売店での回収も利用してください。

　

市
内
の
露
地
ぶ
ど
う
園
で
は
、

巨
峰
の
ほ
か
ピ
オ
ー
ネ
の
収
穫

時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

信
州
の
気
候
は
果
物
の
成
長

す
る
時
期
に
雨
が
少
な
く
日
照

時
間
も
長
い
た
め
、
十
分
な
太
陽

の
光
を
浴
び
て
育
ち
ま
す
。
ま
た

昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
い
た
め
、

昼
間
に
蓄
え
ら
れ
た
養
分
は
夜
間

の
消
耗
が
抑
え
ら
れ
、
果
汁
た
っ

ぷ
り
の
美
味
し
い
果
物
が
で
き
る

の
で
す
。

　

数
あ
る
ぶ
ど
う
品
種
の
中
で
も
、

一
番
人
気
の
「
巨
峰
」
は
、
糖
度

・
酸
味
と
も
に
香
り
高
く
濃
厚
な

味
が
特
徴
で
、
ぶ
ど
う
の
王
様
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
近
年
、
市
内
で
生
産
量
が

増
え
て
い
る 「
ピ
オ
ー
ネ
」（
巨
峰

と
カ
ノ
ン
ホ
ー
ル
マ
ス
カ
ッ
ト
の

掛
け
合
わ
せ
で
品
種
改
良
さ
れ
た

も
の
） は
、見
た
目
が
巨
峰
に
似
て

い
て
、
巨
峰
と
比
べ
粒
が
大
き

く
種
な
し
栽
培
が
主
流
で
、
食

べ
る
と
や
や
酸
味
が
あ
り
、
さ

っ
ぱ
り
し
た
甘
さ
が
特
徴
で
す
。

　

食
べ
比
べ
を
し
て
、
味
や
香

り
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

秋
の
味
覚

 「
巨
峰
」 「
ピ
オ
ー
ネ
」

  
シ
ー
ズ
ン
迎
え
る
！

▲巨峰     　 　▲ピオーネ

①
高
齢
者
祝
品
贈
呈

　

本
年
度
の
高
齢
者
祝
品
贈
呈
対
象

者
に
つ
き
ま
し
て
は
、七
十
七
歳 （
喜

寿
） ・
八
十
八
歳
（
米
寿
）
及
び
九
十

九
歳
以
上
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
の
皆
様
に
は
、老
人
週
間（
九

月
十
五
日
〜
二
十
一
日
）
の
間
に
、

民
生
委
員
の
方
々
、
市
理
事
者
・
職

員
が
訪
問
し
て
贈
呈
を
い
た
し
ま
す
。

ご
留
意
く
だ
さ
い
。

②
中
野
市
合
同
金
婚
式

　

九
月
二
十
八
日�
午
前
十
時
よ

り
、 「
ア
ッ
プ
ル
シ
テ
ィ
ー
な
か
の
」

に
お
い
て
、
合
同
金
婚
式
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

　

既
に
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
に
は
、
開
催
の
案
内

通
知
を
送
付
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ま
だ
、
お
申
し
込
み
を

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
至
急
、
お

申
し
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
健
康
長
寿
課
長
寿
支
援
係

〈
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
〉（�
�

２
１
１
１
内
線
２
４
３
）
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平
成　

年
度
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高
齢
者
祝
賀
事
業
　

九
月
十
五
日
か
ら
十
月
十
四
日

の
間
は
、
秋
の
農
作
業
安
全
運
動

月
間
で
す
。

　

県
内
で
は
昨
年
、
農
作
業
事
故

に
よ
り
、
十
名
の
か
け
が
え
の
な

い
命
が
失
わ
れ
、
市
内
で
も
お
一

人
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者

が
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
業
機

械
操
作
中
に
横
転
し
て
下
敷
き
や
、

立
木
等
に
挟
ま
れ
る
な
ど
の
死
亡

事
故
が
多
く
、
原
因
は
基
本
操
作

の
誤
り
に
よ
る
も
の
や
安
全
確
認

を
怠
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、

疲
れ
が
出
始
め
る
昼
前
や
夕
方
に

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ト
ラ
ク
タ
ー
や
草
刈
り
機
な
ど

の
農
業
機
械
を
操
作
す
る
際
は
、

適
切
な
操
作
や
服
装
な
ど
の
安
全

装
備
を
心
が
け
、
十
分
に
休
憩
を

と
り
な
が
ら
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

使
い
慣
れ
た
機
械
や
行
き
慣
れ

た
田
や
畑
で
も
、
直
進
作
業
以
外

で
は
車
速
を
落
と
し
、
前
後
左
右

の
安
全
を
必
ず
見
て
確
認
す
る
な

ど
、
畦
畔
や
段
差
の
あ
る
ほ
場
で

の
横
転
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
各
種
保
険
や
共
済
な
ど

に
加
入
し
て
、
も
し
も
の
時
の
備

え
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

農
作
業
の
安
全
に
心
が
け
ま
し
ょ
う

収集できる
白色発泡トレー

秋の交通安全運動 ９ 月21日(木)～30日(土) ま で
スローガン　『信濃路はルールとマナーの走るみち。』
運動の基本　高齢者の交通事故防止
重点事項
１ 夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交通事故防止
２ 後部座席を含むシートベルトとチャイルドシートの正
しい着用の徹底

３ 重大事故につながる飲酒運転の撲滅
　なお、交通死亡事故の多発に伴い、１２月３１日まで｢交通死
亡事故多発非常事態宣言」を発令しています。
　家庭、職場、地域等で交通事故防止に努めましょう。
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竹
田
市
の
面
積
は
、
約
四
七
七

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
中
野
市

の
約
四
倍
に
も
な
り
ま
す
。
人
口

は
、
二
七
、
九
二
九
人
で
中
野
市

の
約
二
分
の
一
で
す
。
今
の
竹
田

市
は
中
野
市
と
同
じ
で
、
合
併
し

た
て
の
市
で
す
。

　

荻
町
、
久
住
町
、
直
入
町
そ
し

て
竹
田
市
が
合
併
し
ま
し
た
。

　

熊
本
空
港
か
ら
、
竹
田
市
へ
向

か
う
時
、
熊
本
に
は
た
く
さ
ん
店

が
あ
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
都
会
っ
て

か
ん
じ
だ
っ
た
け
ど
、
大
分
県
竹

田
市
へ
入
っ
た
と
た
ん
、
森
・
田

ん
ぼ
・
畑
に
か
こ
ま
れ
ま
し
た
。

　

ち
ょ
っ
と
中
野
市
っ
ぽ
か
っ
た

で
す
。

　

次
に
盛
ん
で
、
年
々
増
加
し
て

い
る
産
業
が
、
観
光
で
す
。
約
四

百
万
人
の
人
が
訪
れ
ま
す
。
竹
楽

と
い
う
行
事
に
は
、
全
国
か
ら
十

一
万
人
の
人
が
訪
れ
ま
す
。
竹
楽

と
は
、
二
万
本
も
の
竹
灯
籠
に
灯

り
が
と
も
さ
れ
、
亡
く
な
っ
た
人

の
魂
を
幽
玄
の
世
界
へ
導
く
行
事

で
す
。
中
高
生
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
手
伝
い
ま
す
。

　

竹
田
市
で
、
最
も
盛
ん
な
産
業

は
、
農
業
で
す
。

　

八
月
六
日
に
私
た
ち
は
竹
田
南

部
中
学
校
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

人
数
は
少
な
い
学
校
だ
と
教
え
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
交
流
会

へ
出
て
み
た
ら
、
と
て
も
す
ご
い

学
校
で
人
数
な
ん
て
全
く
関
係
な

い
、
と
思
い
ま
し
た
。
理
由
は
、

歌
声
が
と
て
も
き
れ
い
で
、
大
き

な
声
で
、
私
は
こ
ん
な
大
き
な
歌

声
の
あ
る
学
校
っ
て
す
て
き
だ
な

ぁ
、
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
驚
い
た
こ

と
が
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
、

と
っ
て
も
劇
が
上
手
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

劇
が
上
手
い
と
い
う
こ
と
は
―
。

　

意
思
表
示
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で

す
。
劇
で
は
一
〜
三
年
生
関
係
な

く
、
大
き
な
声
で
、
一
生
け
ん
命
、

演
じ
て
い
て
、
私
た
ち
に
、
そ
の

伝
え
た
い
こ
と
が
と
て
も
よ
く
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

な
ぜ
そ
ん
な
に
劇
が
上
手
い
の

か
、
と
い
う
と
南
部
中
の
役
員
さ

ん
に
聞
い
て
み
る
と
文
化
祭
で
ク

ラ
ス
ご
と
劇
を
行
っ
て
い
る
か
ら
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
す
ご
い
で
す

ね
。

　

中
野
市
と
竹
田
市
が
姉
妹
都
市

な
の
は
、中
山
晋
平
さ
ん
と
瀧 
廉

太
郎
さ
ん
の
音
楽
の
つ
な
が
り
が

あ
る
か
ら
で
す
。瀧 
廉
太
郎
さ
ん

は
有
名
な
曲
を
数
多
く
出
し
て
お

り
、
中
に
は
「
荒
城
の
月
」「
四
季
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。瀧 
廉
太
郎
さ

ん
は
、
一
八
七
九
年
八
月
二
十
四

日
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

一
八
九
一
年
、
十
二
歳
の
時
に
大

分
県
の
直
入
郡
高
等
小
学
校
第
二

学
年
に
転
入
し
て
、
五
月
に
三
学

年
へ
進
級
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

十
五
歳
の
時
に
東
京
音
楽
学
校

（
予
科
）
入
学
し
、
十
六
歳
の
七

月
に
予
科
修
了
し
、
九
月
に
本
科

（
専
修
学
部
）
進
学
し
、
十
九
歳

で
本
科
を
首
席
で
卒
業
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
二
十
一
歳
の
時
、
ピ
ア

ノ
及
び
作
曲
研
究
の
た
め
、
満
三

年
間
の
ド
イ
ツ
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
、

二
十
二
歳
で
出
発
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ド
イ
ツ
で
病
気
に
か

か
り
入
院
し
、
二
十
三
歳
で
帰
国

を
命
ぜ
ら
れ
て
帰
国
し
た
が
、
二

十
三
歳
と
い
う
若
さ
で
こ
の
世
を

去
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
亡
く
な

っ
て
も
作
曲
し
た
曲
は
、
み
な
さ

ん
の
心
に
残
り
、
記
念
音
楽
祭
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

岡
城
跡
の
本
丸
に
廉
太
郎
の
銅
像

も
立
っ
て
い
ま
す
。

竹
田
市
に
つ
い
て

竹
田
南
部
中
学
校
と
交
流

瀧 
廉
太
郎
に
つ
い
て

中
学
生
派
遣
事
業 
現
地
レ
ポ
ー
ト

　

八
月
五
日
か
ら
七
日
の
三
日
間
、
中
野
平
中
学
校
三
年
の
丸

山
領
子
さ
ん
、
長
島
剛
さ
ん
、
下
田
奈
都
季
さ
ん
の
三
名
が
、

「
学
校
新
聞
特
派
員
」
と
し
て
、
姉
妹
都
市
の
大
分
県
竹
田
市

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

三
名
が
実
際
に
見
て
、
感
じ
た
姉
妹
都
市
の
様
子
や
竹
田
市

の
中
学
生
と
の
交
流
な
ど
を
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト
の
中
か
ら
、

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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学
校
新
聞
特
派
員

〜
姉
妹
都
市　

竹
田
市
〜

１位　畜産

２位　野菜

３位　 米

農業の中でも
盛んな３つ

�
南
部
中
学
校
の
平
和
集
会
劇
�
 「
荒
城
の
月
」
の
瀧 
廉
太
郎
像
前
に
て

������������������������������������

　

八
月
四
日
か
ら
六
日
の
三
日
間
、
豊
田
中
学
校
三
年
の
清
野

敏
正
さ
ん
、
小
林
郁
也
さ
ん
、
小
林
厚
妃
さ
ん
、
馬
場
理
香
子

さ
ん
の
四
名
が
、「
平
和
使
節
」
と
し
て
、
被
爆
地
の
広
島
県
広

島
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

四
名
が
戦
争
の
む
な
し
さ
、
悲
惨
さ
を
知
る
と
と
も
に
広
島

市
の
中
学
生
と
の
交
流
な
ど
を
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト
の
中
か
ら
、

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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被
爆
地
派
遣

〜 
広
島
市 
〜 
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八
月
四
日
か
ら
八
月
六
日
の
三

日
間
、
広
島
へ
平
和
学
習
に
行
き

ま
し
た
。
僕
は
、
平
和
使
節
派
遣

事
業
を
通
し
て
原
爆
の
い
ろ
い
ろ

な
事
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
一
番
印
象
に
残
っ
た

の
は
、
現
地
の
翠
町
中
学
校
と
交

流
会
を
し
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、

翠
町
中
学
校
の
生
徒
が
、
僕
た
ち

以
上
に
戦
争
の
事
や
原
爆
の
事
を
、

考
え
て
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
た

か
ら
で
す
。
中
で
も
印
象
的
だ
っ

た
も
の
は
年
に
一
度
の
学
校
慰
霊

祭
や
一
、
二
、
三
年
生
が
総
合
の

授
業
で
原
爆
に
つ
い
て
勉
強
し
て

い
る
事
で
す
。
僕
は
翠
町
中
学
校

と
交
流
会
を
行
っ
て
、
僕
た
ち
は

原
爆
や
戦
争
に
つ
い
て
、
ま
っ
た

く
意
識
し
な
い
で
生
活
し
て
い
た

事
に
気
付
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
今

後
は
学
校
な
ど
で
こ
の
派
遣
事
業

で
感
じ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
っ
て

よ
り
多
く
の
人
が
戦
争
を
な
く
す

意
識
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

最
初
広
島
に
つ
い
た
時
は
、
と

て
も
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

一
日
目
に
い
っ
た
平
和
資
料
館
で

は
原
爆
の
あ
り
の
ま
ま
を
知
る
こ

と
が
で
き
て
原
爆
の
恐
怖
が
い
や

と
い
う
ほ
ど
わ
か
り
ま
し
た
。
二

日
目
の
交
流
会
で
は
両
校
と
も
す

ご
く
き
ん
ち
ょ
う
し
て
い
て
、
ど

う
な
る
か
と
思
っ
た
け
ど
意
見
も

出
せ
合
え
た
の
で
、
と
て
も
良
い

交
流
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

二
日
目
の
午
後
に
は
被
爆
体
験
者

の
方
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
笠

岡
さ
ん
の
お
話
は
と
て
も
生
々
し

く
当
時
の
こ
と
を
話
し
て
く
れ
た

の
で
恐
い
部
分
も
あ
っ
た
け
ど
す

ご
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

三
日
間
を
通
し
て
原
爆
の
恐
怖
が

い
や
と
い
う
ほ
ど
わ
か
っ
た
の
で
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
深
く
考
え
て

ゆ
き
、
も
う
こ
の
恐
怖
を
く
り
か

え
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
こ
の
平
和
使
節
派
遣

事
業
を
通
し
て
平
和
に
対
す
る
気

持
ち
が
変
わ
り
ま
し
た
。
ど
こ
が

変
わ
っ
た
か
と
い
う
と
、
実
物
が

目
の
前
に
あ
っ
た
か
ら
、「
二
度
と

戦
争
は
起
こ
さ
な
い
」
と
い
う
き

も
ち
が
強
ま
っ
た
の
で
す
。

　

は
じ
め
に
平
和
公
園
へ
行
っ
て

花
を
あ
げ
て
、
鶴
も
か
ざ
っ
て
お

祈
り
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
核

兵
器
が
世
界
中
か
ら
無
く
な
っ
た

時
に
、初
め
て
消
せ
る
と
い
う「
平

和
の
と
も
し
び
」
が
消
え
る
こ
と

も
願
っ
て
き
ま
し
た
。
あ
さ
っ
て

は
こ
こ
で
式
典
が
あ
る
ん
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
資
料
館
も
入
り
ま
し
た
。

と
て
も
リ
ア
ル
に
原
爆
の
お
そ
ろ

し
さ
を
わ
か
る
こ
と
が
で
き
て
、

新
た
な
学
習
と
共
に
悲
し
み
や
苦

し
み
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

六
十
一
年
前
の
広
島
は
、
こ
の

こ
と
を
さ
か
い
に
悲
し
み
に
覆
わ

れ
ま
し
た
。
も
う
二
度
と
戦
争
を

起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
、「
原
爆
な

ど
い
ら
な
い
」 と
思
う
体
験
で
し
た
。

　

私
達
四
人
は
八
月
四
、
五
、
六

日
と
広
島
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

広
島
は
六
十
一
年
前
に
原
爆
を
落

と
さ
れ
て
し
ま
い
、
一
面
焼
け
野

原
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私

は
広
島
に
つ
い
て
、
も
っ
と
知
り

た
い
と
思
い
、
こ
の
事
業
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

広
島
に
つ
い
て
ま
ず
、
平
和
記

念
公
園
に
献
花
を
し
ま
し
た
。
そ

し
て
そ
の
次
に
原
爆
の
子
の
像
に

献
鶴
し
て
き
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も

と
て
も
印
象
に
残
る
建
て
物
で
し

た
。
次
の
日
は
翠
町
中
学
校
と
の

交
流
会
を
し
ま
し
た
。
み
ん
な
と

て
も
気
さ
く
に
話
し
か
け
て
く
れ

ま
し
た
。
翠
町
中
学
は
と
て
も
平

和
学
習
に
積
極
的
で
す
ご
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

最
後
の
日
は
平
和
記
念
式
典
を

見
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
学
習
で
き

た
と
て
も
い
い
事
業
で
し
た
。

平
和
使
節
派
遣

事
業
を
終
え
て

平
和
派
遣
事
業

の
感
想

広
島
か
ら

帰
っ
て
き
て

�
平
和
記
念
公
園
に
て

▲お互いの学校で作ったフラッグを交換

�

�

�

�
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被
爆
地
派
遣
の
レ
ポ
ー
ト
は

市
役
所
一
階
及
び
豊
田
支
所
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▲記念式典では、皆で合掌して平和を祈りました

中
野
市
平
和
使
節

派
遣
事
業
を
や
っ
て
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サマーコンサート開催

今月の表紙

　毎年恒例のサマーコンサートが、中山晋平記念館
と�野辰之記念館で、それぞれ開催されました。
　晋平記念館では８月19日、関西の男声合唱団｢な
にわ｣と女声合唱団｢コール・ウインズ｣の各合唱や、
２つが一緒になった混声合唱団「阪神クワイヤーズ」
の素晴らしい合唱が披露されました。〈説明の写真〉
　また、翌20日には辰之記念館で、ヴァイオリンの
荒井雅至先生とピアノの小宮康裕先生、そして両先
生の門下生による演奏が行われました。〈表紙の写真〉

2006 中野市民音楽祭
　市民音楽祭が８月26日、市民会館ホールにおいて、
今回は21団体の参加により開催されました。オープニ
ングでは、来場者の皆さんとともに「背くらべ」を合
唱。続いて、小学生による合唱から始まり、筝や和太
鼓、吹奏楽などの演奏もあり、会場は美しい歌声や音
色に包まれていました。また、永年にわたって音楽団
体活動をしている方への表彰も行われ、３名の方が受
賞されました。プログラムの最後には、「故郷」を来場
者全員で合唱し、今年の音楽祭は幕を閉じました。

▲オープニングは全員で「背くらべ」を合唱

▲心を一つにして、精一杯歌いました

大俣地区農業集落排水事業
　総合しゅん工式

　大俣地区農業集落排水事業の総合しゅん工式が８月
４日、ナピア大俣で行われました。大俣地区の農業集
落排水事業は、平成13年度に工事に着手し、平成16年
度には処理施設「ナピア大俣」が完成。管路敷設工事
も順次行われ、この度の総合しゅん工に至りました。
事業概要は、総事業費が約４億３千万円、計画面積は
10.7㌶、計画処理人口が360人です。また、処理方式は
連続流入間欠ばっ気方式で、１日あたり119立方㍍ の
汚水を処理します。式典当日は、総合しゅん工を記念
して碑の除幕などが行われ、完成を祝いました。

▲総合しゅん工を記念して、碑の除幕が行われました
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　猛暑の中、熱い注目の甲子園球児の活躍は夜の
ニュースで見ることとして、豊田野球場で黙々と練習
に励む、豊田リトルシニアチームを訪ねた。
　「ズバリ実力の程は」と失礼を省みず、小林理事長に
聞くと、間髪を入れずに「全トーナメントでベスト４。
５年目を迎えて、各種大会で上位を狙えるチームに成
長した」。実力者である高橋監督のノックを受ける球
児たちのきびきびとした動きを見ると、理事長の話も
うなずける。守備をすり抜ける硬球が多少あったが、
すべてこれも現在調整中。
　北信濃から甲子園は夢ではないかという取材前の気
持ちも、今日このグラウンドを後にした時には、５年
後の出場と活躍が夢から現実のものになる気がした。

ホームページ　http://www16.plala.or.jp/toyota-senior/
事務局連絡先　�090－4912－6887（佐藤修一）

北信濃から甲子園への道
ふ る さ と レ ポ ー タ ー   だより

市長杯争奪 三高校野球大会
　市営野球場において８月12日、中野市長杯争奪三高
校野球大会が開催されました。当日は、市内三高校の
硬式野球部がリーグ戦で試合を行い、甲子園球児にも
負けない熱戦を繰り広げました。雨により試合が一時
中断する場面もありましたが、熱戦の結果、中野西高
等学校が第１試合で中野実業高等学校に、第２試合で
中野高等学校にそれぞれ勝利し、優勝を飾りました。

▲これまで鍛えてきた成果を発揮しました

豊田地域成人式
　８月15日、中野市豊田地域成人式が開かれ、新成人
74名のうち53名が参加しました。第１部の式典では、
故郷の斉唱に始まり、青木市長のあいさつ、来賓祝辞、
記念品贈呈、成人者代表によるあいさつがありました。
　また、続く第２部の記念事業では、成人となった皆
さんの、小・中学校時代の様子を実行委員が編集した
「思い出のビデオ」が上映されました。

▲故郷を参加者全員で斉唱しました

2006 上下水道フェスティバル
　上下水道への理解と水の大切さを考えてもらおうと、
８月27日、上下水道フェスティバルを中野浄化管理セ
ンターにおいて開催しました。当日は、堆肥がもらえ
るスタンプラリーをはじめ、ほたるマップや上下水道
器具の展示、東京の水道水の試飲コーナーなどがあっ
たほか、中野市消費者の会による手作り石鹸コーナー
や中野市消防団音楽隊による演奏もありました。また、
かき氷や焼きそばなどが振る舞われたほか、金魚すく
いやニジマスのつかみどりもあり、子どもから大人ま
で楽しい時間を過ごしていました。

▲大勢の人でにぎわったサービスコーナー
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�▼ 昭和22年に須賀川
地籍に作られたコンク
リート製の分水槽。

�▲ 十三崖のチョウゲンボウ繁殖
地。ワシタカの仲間が集団で営
巣しているのは非常に珍しい。

�▼ 一面に広がる水田。土壌の性
質が良いといわれており、良質
な米が多くとれる。

�▲ 大日如来。生活改善
研修センター内に大切
に安置されている。

地域を知
ろう！

�����

　春と秋祭りの旗竿建てのほか、収穫祭
や道祖神づくりなどの行事があります。
数年前からは、子どもたちの社会勉強や
親同士のコミュニケーションの場になれ
ばと、「東（あずま）クラブ」を結成し、
区の歴史をお年寄りから聞いたり、障子
の張り替え作業などを行っています。

　国指定の天然記念物として、十三崖の
チョウゲンボウ繁殖地が有名です。また、
深沢は水に苦労してきた区で、数年前ま
では須賀川から分水した水を、区の上水
場でろ過して、各戸へ配水をしていまし
た。現在は市の上水道が整備されたため、
その水は農業用に使っています。

No.⑰

 深   沢  区
ふか さわ

 岩  井  東 区
いわ い ひがし

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

倭地区倭地区

科野科野
地区地区

平岡平岡
地区地区

中野中野
地区地区

永田地区永田地区

豊津地区豊津地区

上今井上今井
地区　地区

長
丘
地
区

長
丘
地
区

平野平野
地区地区

高丘高丘
地区地区

延徳延徳
地区地区

日野日野
地区地区

��

��

��

岩井岩井

高水福祉会やまと高水福祉会やまと
サービスセンターサービスセンター

生
活
改
善
研
修
セ
ン
タ
ー

生
活
改
善
研
修
セ
ン
タ
ー

高
社
大
橋

高
社
大
橋

夜夜 間間 瀬瀬 川川

深沢ポンプ井深沢ポンプ井

��コミュニティセンターコミュニティセンター

��

深
澤
神
社

深
澤
神
社

至
山
ノ
内

至
山
ノ
内

��

深
沢
配
水
池

深
沢
配
水
池

十三崖チョウゲンボウ繁殖地

十三崖チョウゲンボウ繁殖地

��日里御宰建神社日里御宰建神社

岩井東岩井東

岩井入口岩井入口

県道中野飯山線県道中野飯山線

北陸新幹線北陸新幹線

なっこぼファーム
代表　松　野　冨　子

　

今
回
ご
紹
介
す
る
「
な
っ
こ
ぼ
フ
ァ
ー
ム
」

は
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
辺
地
事
業
と
し

て
梨
久
保
活
性
化
組
合
が
、
そ
ば
や
野
沢

菜
の
農
作
物
の
試
作
事
業
を
行
い
、
そ
の

後
も
何
か
継
続
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
か

ら
野
沢
菜
栽
培
を
続
け
、
現
在
、
地
区
の

女
性
十
七
名
ほ
ど
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
、
参
加
へ
の
声
か
け
に
始
ま
り
、

集
ま
っ
た
時
に
は
世
間
話
を
し
て
無
理
を

し
な
い
程
度
の
作
業
を
行
い
、
ま
た
一
年

に
約
二
ト
ン
栽
培
す
る
野
沢
菜
は
、
お
や

き
の
具
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

豊
田
農
産
物
加
工
施
設
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

野
沢
菜
栽
培
を
や
め
る
か
、
元
気
を
出

し
て
続
け
る
か
等
の
様
々
な
意
見
が
あ
っ

た
こ
と
や
、
現
在
も
車
を
運
転
で
き
る
人

が
少
な
い
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、

 
夢
は
も
う
少
し
栽
培
量
が
増
え
、
活
動
の

幅
が
広
が
れ
ば
う
れ
し
い
、
と
の
こ
と
。

　

代
表
の
松
野
冨
子
さ
ん
は
「
地
産
地
消

の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
こ
の

標
高
七
百
㍍
の
高
地
で
栽
培
し
た
野
沢
菜

を
味
わ
っ
て
み
て
ほ
し
い
。
ご
希
望
の
方

に
は
お
譲
り
し
た
い
の
で
、
早
め
に
ご
相

談
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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わ
た
し
の
ゆ
め
は
、
ピ
ア
ニ
ス

ト
に
な
る
こ
と
で
す
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
ピ
ア
ノ
を
ひ
く
こ
と
と
、

ピ
ア
ノ
の
音
が
す
き
だ
か
ら
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
５
さ
い
の
５
月
ぐ

ら
い
か
ら
、
ピ
ア
ノ
教
室
で
ピ
ア

ノ
を
な
ら
っ
て
き
ま
し
た
。
グ
レ

ー
ド
テ
ス
ト
と
い
う
テ
ス
ト
が
き

ょ
年
の
あ
き
に
、
あ
り
ま
し
た
。

２
き
ょ
く
ひ
き
ま
し
た
。
む
ず
か

し
か
っ
た
で
す
が
、
う
か
り
ま
し

た
。
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

そ
う
し
て
、
今
年
の
７
月
に
は
っ

ぴ
ょ
う
会
で
、　

ば
ん
目
に
す
み

16

れ
を
ひ
き
ま
し
た
。
か
わ
い
い
き

ょ
く
で
し
た
。
で
も
、
５
ペ
ー
ジ

の
き
ょ
く
だ
っ
た
の
で
む
ず
か
し

か
っ
た
で
す
。
ど
き
ど
き
し
ま
し

た
。
す
こ
し
、
し
っ
ぱ
い
し
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
ゆ
め
は
っ
け
ん
き

が
あ
っ
た
ら
、
い
い
な
と
思
い
ま

す
。
わ
た
し
の
ゆ
め
が
か
な
う
か

み
た
い
か
ら
で
す
。
ピ
ア
ニ
ス
ト

に
な
っ
て
い
る
か
ほ
か
の
こ
と
を

し
て
い
る
か
、
も
し
ほ
か
の
こ
と

を
し
て
い
た
ら
、
い
っ
ぱ
い
ピ
ア

ノ
の
れ
ん
し
ゅ
う
を
し
て
、
い
っ

ぱ
い
が
ん
ば
っ
て
ピ
ア
ニ
ス
ト
に

な
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
こ

れ
が
わ
た
し
の
ゆ
め
で
す
。

�
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
り
た
い�

長丘小学校２年
　伊藤 真理 さん

�

�� ��
��

��

　西澤辰彦さん(18歳)が、８月20日に福井県敦賀市で
行われたイシマルボクシングジム主催の第27回イシマ
ルボクシングアワー「真昼の決闘2006in敦賀」で、プ
ロデビュー戦を勝利で飾りました。試合はライトフラ
イ級４回戦で行われ、３－０の判定勝ちでした。
　勝利がコールされると、西澤さんは赤コーナーに登
り、祖父母、両親が見守る観客席に向けて、両手を挙
げてガッツポーズを見せました。その後、プレゼンタ
ーを務めた青木市長からトロフィーを受け取りました。
　西澤さんは、小学校の時にマイクタイソンの試合を
見てボクシングに憧れ、中学校卒業と同時に福井県敦
賀市にあるイシマルボクシングジムに入門。わずか２
年足らずの間に数々のアマチュアタイトルを獲得しま
した。今年７月には念願のプロに転向して、今回がプ
ロデビュー第１戦。長野県初の世界チャンピオンに向
けて、幸先のいい結果となりました。

新
婚
さ
ん
募
集
！

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

市
役
所
庶
務
課
秘
書
広
報
係
へ
！　
�
２
２
―
２
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

中野市出身　西澤辰彦さん
プロボクシング　デビュー戦勝利!!

▲

青
木
市
長
か
ら
ト
ロ
フ
ィ
ー
を

　
　

受
け
取
る
西
澤
さ
ん

�
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は

（
昌
紀
さ
ん
）
六
年
ほ
ど
前
に
、

友
人
の
紹
介
で
知
り
合
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
相
談
し
合

う
仲
に
な
り
、
出
会
っ
て
か
ら
四

年
後
に
付
き
合
い
始
め
ま
し
た
。

�
第
一
印
象
は

（
昌
紀
さ
ん
）
優
し
そ
う
な
人
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。

（
里
絵
子
さ
ん
）
い
い
人
そ
う
だ

な
ぁ
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

�
お
互
い
の
す
て
き
な
と
こ
ろ
は

（
昌
紀
さ
ん
）
と
て
も
優
し
い
で

す
し
、
家
事
な
ど
も
し
っ
か
り
や

っ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。

（
里
絵
子
さ
ん
）
穏
や
か
で
心
が

広
い
と
こ
ろ
で
す
。
彼
の
プ
ラ
ス

思
考
な
と
こ
ろ
に
支
え
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

�
ど
ん
な
家
庭
を
築
い
て
い
き
た

い
で
す
か

（
昌
紀
さ
ん
）
明
る
く
て
楽
し
く
、

何
で
も
話
し
合
え
る
家
庭
に
し
た

い
で
す
。
里
絵
子
さ
ん
、
こ
れ
か

ら
も
ず
っ
と
仲
良
く
、
楽
し
ん
で

生
活
し
て
い
こ
う
ね
！

（
里
絵
子
さ
ん
）
何
事
も
プ
ラ
ス

思
考
で
、
明
る
く
、
笑
い
が
い
っ

ぱ
い
の
家
庭
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
昌
紀
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
年
を

重
ね
て
も
、
今
の
気
持
ち
の
ま
ま

の
二
人
で
い
よ
う
ね�中　山　昌　紀  さん  （27歳）

　　　　里絵子  さん  （28歳）
（草間）

　

何
で
も
話
し
合
え
る
こ
と
が
大
事

　
　
　

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
家
庭
に
し
た
い
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期
日　
　

月　

日�

10

11

時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

30

見
学
場
所　

豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
、

豊
田
消
防
署
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験
）、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
、

北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー（
昼
食
）、

文
化
公
園
創
造
館
（
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
鑑
賞
）、
最
終
処
分
場
、
中

野
浄
化
管
理
セ
ン
タ
ー
、
中
野
保

抽
選
会
場

○
市
営
住
宅
:
市
民
会
館　

号
会

45

議
室

○
若
者
住
宅
:
豊
田
文
化
セ
ン
タ

ー
２
階
会
議
室

選
考
方
法　

公
開
抽
選
に
よ
り
入

居
順
位
を
決
定
し
ま
す
。

※
入
居
資
格
等
、
詳
し
く
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

月
１
日
か
ら
市
災
害
時
支
援

10
制
度
実
施
要
領
に
基
づ
く
登
録
申

請
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　

支
援
対
象
者
は
、
災
害
時
に
単

独
で
の
避
難
が
困
難
な
在
宅
の
障

害
者
及
び
高
齢
者
等
で
、
地
域
支

援
者
の
同
意
を
い
た
だ
い
た
申
請

書
の
提
出
を
も
っ
て
登
録
台
帳
へ

登
録
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

手
口
の
多
く
は
、
若
い
男
性
の

声
で
孫
や
子
供
か
ら
の
電
話
と
思

い
込
ま
せ
、
指
定
し
た
金
融
機
関

お知らせ

中野市役所
�22-2111
FAX(広報直通)
22-2445
豊田支所
�38-3111

の
口
座
へ
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
頃
は
被
害
者
、
警
察
官
、

弁
護
士
な
ど
を
装
っ
て
電
話
し
て

き
て
、「
息
子
さ
ん
に
車
を
ぶ
つ
け

ら
れ
た
。
す
ぐ
に
お
金
を
振
り
込

ん
で
ほ
し
い
」
な
ど
と
言
い
、
支

払
い
を
せ
ま
る
巧
妙
な
手
口
も
増

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
と
き
に
は
、
ま
ず
は
、
い
っ

た
ん
電
話
を
切
り
、
い
つ
も
の
方

災
害
時
支
援
制
度
へ
の

登
録
に
つ
い
て

�
福
祉
課
障
害
福
祉
係 （
内
線
２

９
４
）、 健
康
長
寿
課 （
内
線
２

４
３
） ま
た
は
豊
田
支
所
健
康

福
祉
課
福
祉
係 （
内
線
１
２
６
）

健
セ
ン
タ
ー

定
員　
　

名
40

費
用　

昼
食
（
給
食
）
代
と
し
て
、

２
４
０
円
が
必
要
で
す
。
当
日
、

昼
食
会
場
で
徴
収
い
た
し
ま
す
。

申
込
締
切　

９
月　

日�
26

そ
の
他　

集
合
（
解
散
）
場
所
は
、

市
役
所
本
庁
ま
た
は
豊
田
支
所
の

ど
ち
ら
か
を
選
択
で
き
ま
す
。

募
集
す
る
住
宅　

東
山
、
泉
、
長

元
坊
、
小
田
中
、
城
下
の
各
市
営

住
宅
及
び
若
者
住
宅

募
集
期
間　

９
月　

日�
〜　

日�

11

20

抽
選
日
時　

９
月　

日�
午
後
２
時

27

年金を受けている皆様へ

市
の
施
設
見
学

参
加
者
募
集

庶
務
課
秘
書
広
報
係（
内
線
２

１
２
）ま
た
は
豊
田
支
所
総
務

課
庶
務
係
（
内
線
１
１
６
）

�

●現況届の提出が不要になります
　毎年１回、誕生月に提出している「現況届」ですが、12月生まれの
方から提出を原則不要といたします。住民基本台帳ネットワークを活
用して受給者の皆様の現況（生存）確認を行うこととしたためです。
ただし、次の場合は、現況届以外の届出が必要です。必要な届出は社
会保険業務センターから皆様へ送付されます。
①加給年金額を受けられている場合（生計維持確認届）
②障害の程度の確認のため「診断書」の提出が必要な場合
●国民年金「得する10月」
　国民年金には保険料をまとめて納められる前納制度があります。前
納すると保険料が割り引かれて大変お得です。10月は６ヶ月分の保険
料を納付書だけでなく、口座振替でも前納できる月です。
・納付書で納めると　　　通常より680円のお得
・口座振替で納めると　　通常より940円のお得
なお、口座振替の手続きは９月中旬までにお願いします。
問い合わせ先　市民課国民年金係（内線２３７）・豊田支所市民環境課
市民環境係（内線１３３）または長野北社会保険事務所（�０２６
（244）４１００）

法
で
家
族
に
連
絡
を
と
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
振
り
込
め
詐
欺
と
気

付
い
た
時
は
、
す
ぐ
に
最
寄
り
の

警
察
、
交
番
、
駐
在
所
へ
連
絡
し

ま
し
ょ
う
。

発
売
期
間　

９
月　

日�
〜　

月

25

10

　

日�
13抽

せ
ん
日　
　

月　

日�

10

18
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　10月から国民健康保険の保険証カードが、
一般用は緑色、退職者用はオレンジ色に変わ
ります。
　新しい保険証カードは９月末までに世帯主
にまとめて郵送しますので、お手元に届きま
したら内容をご確認のうえ、送付用の台紙か
らはがしてご使用ください。
　記載された内容等に変更がある場合は14日
以内に届出をお願いします。
　社会保険等への加入など資格異動の手続き
の場合は、異動する人の保険証を持参してく
ださい。なお、世帯主変更や住所変更の場合
は、国保に加入する世帯全員分の保険証を添
えて市役所窓口で手続きをお願いします。
問い合わせ先
福祉課国保医療係（内線２９６）または
豊田支所健康福祉課福祉係（内線１２１）

国民健康保険の保険証が変わります

市
営
住
宅 ・ 
若
者
住
宅

入
居
者
募
集

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係
（
内

線
２
７
３
）
ま
た
は
豊
田
支
所

建
設
課
建
設
係 （
内
線
１
５
３
）

�

振
り
込
め
詐
欺
に

ご
注
意
を
！

市
民
課
生
活
交
通
安
全
係（
内
線
２

３
８
）ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境

課
市
民
環
境
係
（
内
線
１
３
３
）

�

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
発
売

19　 平成１8年９月　広報なかの

　

県
で
は
、
毎
年
９
月　

日
（
屋

10

外
広
告
の
日
）
か
ら
９
月　

日
ま

19

で
「
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
」

を
実
施
し
ま
す
。
市
で
は
、
屋
外

広
告
物
適
正
化
旬
間
に
併
せ
て
、

屋
外
広
告
物
表
示
禁
止
物
件
の
一

斉
点
検
を
行
い
ま
す
。
次
の
も
の

は
、
広
告
物
の
表
示
が
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

屋
外
広
告
物
表
示
禁
止
物
件
（
主

な
も
の
）　

①
電
柱
・
街
路
灯
柱
②

街
路
樹
③
道
路
上
の
さ
く
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
④
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス

⑤
信
号
機
、
道
路
標
識
⑥
橋
（
陸

橋
、
横
断
歩
道
橋
、
こ
線
橋
含
む
）

⑦
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

　

本
年
度
か
ら
農
業
委
員
会
が
遊

休
荒
廃
農
地
を
調
査
し
、
国
へ
の

報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
遊
休
荒
廃
地
の
一
筆
調
査
と
、

併
せ
て
農
地
の
無
断
転
用
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
現
地
の
立
ち

入
り
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
の
際
の
立
会
い
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

実
施
期
間　
　

月
ま
で

11

　

江
部
・
山
田
家
文
書
整
理
の
終

了
を
記
念
し
て
、
地
域
史
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

期
日　
　

月
７
日�

10

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

30

45

会
場　

市
民
会
館　

号
会
議
室

41

講
演

青
木
睦 「
地
域
史
料
の
整
理
と
保

　コンポスト化施設により製造した肥料な
かの「おすみちゃん」の販売があります。
皆さんぜひご利用ください。
９・10月の販売日
９月13日�、17日�、27日�
10月４日�、11日�、15日�、25日�
販売価格（税込み）
１袋（15㎏）200円、バラ(300kg)1,500円、
バラ(500kg)2,500円
※バラは予約制となります。販売日の10日
　前までに必ず予約をしてください。
販売場所　中野浄化管理センター
　　　　（中野市大字江部511番地）
販売時間　午前９時から正午まで
問い合わせ先
上下水道課下水道係（内線２８３）または
豊田支所上下水道係（内線１６３）

 なかの 「おすみちゃん」 販売
存
手
当
」、 高
橋
実 「
中
野
村
直
助
出

入
一
件
」、 山
本
英
二 「
山
田
家
の
地

主
経
営
と
渋
温
泉
・
佐
久
間
象
山
」

　

防
衛
庁
で
は
、
自
衛
官
等
を
募

集
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

期
間　

９
月
〜　

月
12

対
象
地
域　

Ｄ
Ｉ
Ｄ
地
区
（
人
口

集
中
地
区
）
の
一
部

作
業
内
容　

測
量
基
準
点
の
設
置

及
び
道
路
の 
角 
な
ど
を
測
量
し
ま
す
。

か
ど

　

日
本
赤
十
字
社
血
液
事
業
本
部

で
は
、
本
人
確
認
の
厳
格
化
な
ど

を
目
的
と
し
て
、
現
在
の
「
献
血

手
帳
」
に
加
え
、　

月
１
日
か
ら

10

「
献
血
カ
ー
ド
」
を
導
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

 「
都
市
再
生
街
区
基
本

調
査
」 に
伴
う
測
量
実
施

道
路
河
川
課
監
理
係

（
内
線
２
６
６
）

�

遊
休
荒
廃
農
地
等
の

調
査
を
行
い
ま
す

農
業
委
員
会
事
務
局

（
内
線
３
２
２
）

�

自
衛
官
募
集

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
長
野

地
域
事
務
所
０
２
６ （　

） ６
０
２
６

235

�

屋
外
広
告
物
表
示
禁
止

物
件
の
一
斉
点
検

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係（
内

線
２
７
３
）ま
た
は
豊
田
支
所

建
設
課
建
設
係 （
内
線
１  
５
３ 
）

�
　

地
球
上
の
上
部
成
層
圏

（
地
上
約　

〜　

㎞
）
に
は

10

50

オ
ゾ
ン
層
が
存
在
し
、
有
害

な
紫
外
線
を
吸
収
し
、
生
命

を
保
護
す
る
大
切
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
フ
ロ
ン
（
正
式

名
称
は
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
）

が
そ
の
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
し
、

オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
が
出
現
す
る

な
ど
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
ロ
ン
は
主
に
、
ル
ー
ム

エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
自
動

車
な
ど
の
冷
媒
、
エ
ア
ゾ
ー

ル
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
冷
媒
用
フ
ロ
ン
の
回

収
シ
ス
テ
ム
（
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
等
）
が
整
備
さ
れ
、

ま
た
、
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
し

な
い
代
替
フ
ロ
ン
、
非
フ
ロ

ン
系
の
も
の
へ
と
転
換
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
代
替
フ
ロ

ン
は
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
は
し

ま
せ
ん
が
、
地
球
温
暖
化
を

進
行
さ
せ
る
温
室
効
果
ガ
ス

で
す
。
同
じ
温
室
効
果
ガ
ス

で
あ
る
二
酸
化
炭
素
よ
り
も

ず
っ
と
排
出
量
は
少
な
い
で

す
が
、
非
常
に
強
力
な
温
室

効
果
ガ
ス
で
す
。

　

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
、

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、

自
動
車
等
は
適
正
処
理
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊

せ
ず
地
球
温
暖
化
に
も
影
響

の
少
な
い
物
質
を
用
い
た

「
ノ
ン
フ
ロ
ン
」
製
品
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

シリーズ
��������

地
域
史
講
演
会

 「
高
井
地
域
の

江
戸
時
代
を
考
え
る
」

歴
史
民
俗
資
料
館

�
２
０
０
５

�

献
血
カ
ー
ド
の

導
入
に
つ
い
て

健
康
長
寿
課
健
康
管
理
係

（
内
線
２
４
２
）

�

受験資格募集種目

高卒(見込含)
24歳未満の者

看護学生　

高卒(見込含)
21歳未満の者

防衛　　　
大学校学生

高卒(見込含)
21歳未満の者

防衛医科　
大学校学生

【
今
月
は

オ
ゾ
ン
層
保
護
対
策
推
進

月
間
で
す
】
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研
修
内
容　

１
年
間
に　

回
の
講

16

義
（
予
定
）

申
込
期
限　

９
月　

日�
22

受
講
料　

１
万
円
（
学
生
は
半
額
）

受
講
会
場　

長
野
市
（
信
州
大
学

・
教
育
学
部
講
義
室
予
定
）

応
募
資
格　
　

歳
以
上　

歳
ま
で

20

60

で
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛

同
し
、
こ
の
活
動
に
参
加
す
る
意

思
の
あ
る
人
。

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

　

公
証
制
度
は
、
遺
言
証
書
の
作

成
や
各
種
契
約
書
の
作
成
な
ど
、

日
常
生
活
に
お
け
る
法
律
上
の
権

利
や
義
務
を
明
確
に
し
、
紛
争
が

生
じ
な
い
よ
う
未
然
に
防
止
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
の

期
日　

９
月　

日�
15

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
１
時

10

場
所　

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込
期
限　

９
月　

日�
13

　

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
に
併
せ
て
、

お
は
な
し
ぱ
け
っ
と
号
が
来
ま
す
。

期
日　

９
月　

日�
30

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
１
時

10

場
所　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

　

調
査
対
象
は
、
商
店
や
工
場
、

営
業
所
、
事
務
所
、
学
習
塾
、
寺

院
な
ど
日
本
全
国
す
べ
て
の
事
業

所
が
対
象
と
な
る
大
規
模
な
調
査

で
す
。
９
月
下
旬
か
ら
各
事
業
所

に
統
計
調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ

て
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
対
象
地
域
は
、
総
務
省
に

よ
り
無
作
為
に
選
定
さ
れ
た
地
域

と
な
り
、
県
の
統
計
調
査
員
が　
10

月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
調
査

世
帯
を
お
訪
ね
し
て
調
査
票
の
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

『
被
害
者
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
』

受
講
者
募
集

特
定
非
営
利
活
動
法
人
長
野

犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

事
務
局
０
２
６( 　
 )

７
８
４
８

233

�

　

リ
サ
イ
ク
ル
と
ゴ
ミ
の
減
量

化
の
た
め
、
ご
家
庭
で
使
わ
な

く
な
っ
た
物
や
欲
し
い
物
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
掲
載
し
て
い

る
以
外
の
物
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
８
月　

日
現
在
で
掲
載
）

17

★
バ
ッ
ト
（
子
供
用
）
★
ロ
ー

ラ
ー
ブ
レ
ー
ド
★
オ
ル
ガ
ン
★

ス
キ
ー
セ
ッ
ト
★
大
人
用
三
輪

車
★
自
転
車
★
味
噌
桶
★
テ
ニ

ス
ラ
ケ
ッ
ト
★
子
供
服
★
足
踏

み
ミ
シ
ン
★
三
味
線
★
ビ
デ
オ

デ
ッ
キ
★
ガ
ス
コ
ン
ロ
★
小
引

き
出
し
★
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア

�
ゆ
ず
り
ま
す

ノ
★
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
セ
ッ
ト　

★
五
月
人
形
★
応
接
間
セ
ッ　

ト
★
プ
リ
ン
タ
ー
・
ス
キ
ャ
ナ
ー

★
ラ
ジ
カ
セ
★
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ

★
ソ
フ
ァ
ー
★
三
味
線
★
電
動

車
イ
ス
★
車
イ
ス
★
バ
ト
ミ
ン

ト
ン
ラ
ケ
ッ
ト
★
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
★
オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
★
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
★
か
ん
じ
き
★
コ

ン
ビ
ラ
ッ
ク
★
カ
ー
オ
ー
デ
ィ

オ
★
食
器
棚
★
介
護
用
電
動
ベ

ッ
ド
★
こ
た
つ
セ
ッ
ト
★
カ
ラ

オ
ケ
セ
ッ
ト
★
窓
用
ク
ー
ラ
ー

★
自
転
車
★
メ
リ
ー
（
赤
ち
ゃ

ん
用
）

申
し
込
み
先　

市
民
課
生
活
交

通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
生
活

交
通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

市
民
環
境
係
（
内
線
１
３
３
）

�
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い�

リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
日　
　

月
２
日�

10

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

10

会
場　

長
野
市
役
所　

第
２
庁
舎

　

階　

会
議
室
ま
た
は
須
坂
市
役

10

17

所
３
階
3
0
6
会
議
室

　各地の消費生活センター等が収集した悪質商
法の情報をパソコンや携帯電話にお届けするし
くみが始まっていますのでご利用ください。登
録すると無料で情報が届きます。
▽パソコンからの登録
　内閣府のホームページ「消費者の窓」から登
録できます。
URL　http://www.consumer.go.jp/
▽携帯電話からの登録
①ＵＲＬを直接入力する。
https://mail.consumer.go.jp/wrp/mimamori/mobile
②携帯電話から空メールを送信する。
　アドレス：mima@gmpw.jp
③ＱＲコードでアクセスする。

問い合わせ先
社団法人全国消費生活相談員協会
電話　０３－３４４８－９７３６

メールマガジン「見守り新鮮情報」

交
流
料
理
教
室

参
加
者
募
集

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

�
３
５
２
２

�

事
業
所
・
企
業

統
計
調
査
に
ご
協
力
を

企
画
情
報
課
統
計
交
流
係

（
内
線
２
１
７
）

�
ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯
臨
時
休
業

　

施
設
点
検
・
修
繕
等
の
た
め
、

臨
時
休
業
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
及

び
ロ
グ
コ
テ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
併

せ
て
休
業
と
な
り
ま
す
。

期
間　
　

月　

日�
〜　

日�

10

23

27

問
い
合
わ
せ
先

間
山
温
泉
ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯

�
�
２
６
８
６

公
証
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

長
野
公
証
役
場

０
２
６( 　
  )

８
５
８
５

234

�

不
動
産
評
価
等

無
料
相
談
会

�
長
野
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

０
２
６( 　

)

５
２
２
８

225

�

社
会
生
活
基
本
調
査
に

ご
協
力
を

県
総
務
部
統
計
チ
ー
ム

０
２
６( 　
 )

０
１
１
１
（
内
線　

）

232

5104

�

第
５
回
キ
ッ
ズ
・
え
ほ
ん
☆
か
い

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

�
３
５
２
２

�
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と
外
国
の
風
景
が
描
か
れ
た

　

作
品
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

企
画
展
「
馬
場
剛
史
作
品
展
」

９
月　

日�
〜　

月
５
日�

27

11

※
中
野
市
出
身
、
在
住
の
若
手

　

作
家
・
馬
場
剛
史
氏
に
よ
る

　

リ
ト
グ
ラ
フ
・
ペ
ン
画
等
を

　

展
示
し
、
魅
力
的
な
線
で
表

　

現
さ
れ
る
独
特
な
世
界
を
ご

　

紹
介
し
ま
す
。

「
中
野
市
所
蔵
作
品
展
」

９
月　

日�
〜　

月
５
日�

27

11

※
中
野
市
ゆ
か
り
の
作
家
の
油

　

彩
画
、
彫
刻
、
版
画
な
ど
約

　
　

点
を
展
示
し
ま
す
。

30
中
沢
瑞
枝
・
詩
と
人
形
と
写
真
展

９
月
６
日�
〜　

日�
18

第
９
回
み
ず
え
会
展

９
月　

日�
〜　

月
２
日�

20

10

企
画
展
「
山
田
家
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
〜
江
戸
時
代
の
文
人
画
〜
」

９
月　

日�
ま
で

24

※
山
田
家
が
所
蔵
す
る
貴
重
な

　

文
化
財
の
中
か
ら
江
戸
時
代

　

末
期
に
活
躍
し
た
文
人
画
家

　

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

第　

回
�
�
展

25
９
月　

日�
〜　

月　

日�

28

11

12

※
風
土
に
根
ざ
し
た
新
た
な
美

　

の
創
造
を
根
ざ
す
郷
土
の
美

　

術
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

常
設
展
「
日
本
と
外
国�
―
そ

れ
ぞ
れ
の
光
景
―
」

９
月　

日�
ま
で

18

※
収
蔵
版
画
の
中
か
ら
、
日
本

中
野
小
学
校
旧
校
舎 
・

信
州
中
野
銅
石
版
画

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

歴
史
民
俗
資
料
館

中
野
陣
屋 
・ 

     
県
庁
記
念
館

展
示
案
内

会場 ・ 問い合わせ先日時相談名

福祉ふれあいセンター
　  （� 26 － 3111）
　 　法律相談は予約が
    必要となりますので、
ご希望の方は福祉ふ
れあいセンターまで
 ご連絡ください。 　

毎週月～金曜日
13:30 ～ 16:30心配ごと相談

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00福祉相談

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00ボランティア相談

毎月第１・３月曜日
13:30 ～ 15:30法律相談

毎月第１・３日曜日
14:00 ～16:00結婚相談 (    　　　 )

市民会館 44 号
( 内線 335)

(中野地域)10月10日�
13:00 ～16:00

行政相談所
豊田支所相談室
( 内線 116)

(豊田地域)10月10日�
９:00～11:30

人権センター
� ２３－４８１０
面接相談は予約が必要とな
ります。 

(電話)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～17:00

女性相談窓口
(面接)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～13:00

北信地方事務所
� ２３－０２０２

毎月第３木曜日
10 :00 ～ 15:00交通事故巡回相談

福祉会館
( 中野地域からの有線は 21104）

毎月第１・ ３水曜日
14:00 ～ 16:00身体障害者相談所

市子ども相談室
� ２２－２１１１
( 内線 278)

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00子ども相談室

� ２３ － ３１９１
(市子ども相談室)

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00子ども電話相談３１９１

� ２６ －５２１９
(平野児童センター内)

毎月第１木曜日
10:00 ～ 11:30児童保健相談

南宮庁舎職業相談室
(�２ ３ － ４７１０）

毎週月～金曜日
８ :30 ～ 17:00職業相談

会場
人権センター

相談は無料、 秘密は厳守
各種相談日程

　

警
察
で
は
、
日
頃
か
ら
防
犯
・

暴
力
・
交
通
等
に
関
す
る
困
り
ご

と
や
悩
み
ご
と
等
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。
９
月　

日
は
、
全
国
統
一

11

の
「
警
察
相
談
の
日
」
で
す
。
緊

急
事
件
・
事
故
以
外
の
相
談
は
、

警
察
安
全
相
談
室
専
用
電
話
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

専
用
電
話　

＃
９
１
１
０

期
日　

９
月　

日�
16

時
間　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

市
民
会
館

相
談
内
容　

土
地
・
建
物
の
登
記
、

会
社
の
登
記
・
供
託
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
サ
ラ
金
・
訪
問
販
売
な
ど
消

費
者
問
題
等
に
つ
い
て

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

期
日　
　

月
１
日�

10

時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

市
民
会
館　

・　

会
議
室

44

45

予
約
方
法　

９
月　

日�
か
ら　

19

29

日�
ま
で
に
、
庶
務
課
庶
務
文
書

係
（
内
線
２
１
１
）
で
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

司
法
書
士
無
料

法
律
相
談
所

県
司
法
書
士
会
飯
山
支
部

�
３
４
８
６
（
目
崎
）

�

　
期
日　
　

月
４
日�

10

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

10

会
場　

飯
山
簡
易
裁
判
所
２
階

相
談
内
容　

金
銭
、
土
地
、
交
通

事
故
等
の
他
、
離
婚
、
相
続
等
の

家
庭
内
の
問
題
、
人
権
問
題
な
ど

※
相
談
に
は
資
料
を
ご
持
参
く
だ

　

さ
い
。

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

警
察
相
談
の
日

中
野
警
察
署
生
活
安
全
刑
事
課

�
０
１
１
０

�

県
下
一
斉
「
司
法
書

士
無
料
法
律
相
談
所
」

庶
務
課
庶
務
文
書
係

（
内
線
２
１
１
）

�

無
料
調
停
相
談
所

飯
山
簡
易
裁
判
所

０
２
６
９�
２
１
２
５

�

ご
寄
付

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

▼
豪
雨
水
害
見
舞
金
、

　

現
金
２
万
円
〈
東
京
都
品

　

川
区
・
楳
茂
都
梅
延
様
〉

▼
一
本
木
公
園
整
備
の
た
め
、

　

現
金
３
万
６
５
０
０
円

　

〈
バ
ラ
ま
つ
り
実
行
委
員
会
様
〉

平
成　

年
７
月　

日
か
ら

18

22

　
　
　
　

８
月　

日
ま
で

18
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中野市健康長寿課
　　   子 育 て 課
豊田支所健康福祉課
　　 　  子 ど も 課

育児教室

市の人口市の人口
（平成18年８月１日現在） （平成18年８月１日現在）

人　口　４６,５００人（＋33）
　男　　２２,４７８人（＋17）
　女　　２４,０２２人（＋16）
世帯数　１４,７００戸（＋42）

乳幼児健康診査
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

対　　象健 診 日健診名

18年５月生まれ９月12日�
３か月
健 診

18年１月生まれ９月13日�７か月
健 診

17年２月生まれ９月15日�
１歳 
６か月
健 診

16年８月生まれ９月11日�２ 歳
健 診

15年８月生まれ９月14日�３ 歳
健 診

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
　ください。

Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種

　外でよく遊ぶ、ボウケンジャ
ーが大好きな男の子です。食べ
物は野菜が好きで、特にトマト
は大好物です。元気で丈夫な子
に育ってほしいと思います。
(山�篤・晶子さん 岩船)

山� 羅 偉   くん （３歳１か月）
ら い

（ ）は前月１日比 （  ） は前月１日比

期日／９月29日�
時間／午後１時15分～３時30分
会場／中野保健センター
対象／８～10か月児
内容／むし歯予防とアゴの発育の話、
　　　離乳食について

�22－2111 内線242
�22－2111 内線356
�38－3111 PHS6120
�38－3111 PHS6118

休日診療所：中野保健センター�23－2255 
休日当番薬局携帯電話　�090-4125－8402 

　(ともに ９ 時～17時。日・祝日のみ) 

予防接種
持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ(接種年齢は３～６か月未満の乳児)
期日／９月12日�
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
対象／平成18年５月生まれ
※３か月健診時に行います。

三種混合(ジフテリア、 百日せき、 破傷風)
受付時間／午後１時～１時50分
<豊田保健センター >
10月４日�…豊田地域
<中野保健センター >
10月２日�…日野、 延徳、 平野、 高丘、 平岡
　　３日�…中野、 長丘、 科野、 倭

１期初回＝３か月～１歳の乳幼児
　　　　　 （３～８週間隔で３回接種）
１期追加＝１歳６か月～３歳の幼児
　　　　　 （初回終了後12～18か月の
　　　　　間に１回）
《７歳６か月未満まで接種可能》

対 
象 
・ 
接 
種 
方 
法

マタニティクラス
期日／９月19日�、10月５日�
時間／午前９時30分～11時45分
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳
内容／９月19日�…母乳栄養と乳

房管理、交流会
　　　10月５日�…妊娠の経過と

起こりやすい異常、妊産婦の
栄養（試食）

骨検診
期日／10月12日�、11月９日�
会場／中野保健センター
受付時間／午前９時30分～10時30分
対象／40歳以上の方
申し込み／健康長寿課へ２週間前ま

でにお申し込みください。
費用／無料

献血にご協力を
<200・400ml献血>

期日／９月15日�
時間／午前９時～10時
会場／アップルシティーなかの
�

�

�

�

������������

������������

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

がん征圧月間
９月１日�～30日�

健康増進普及月間
９月１日�～30日�

結核予防週間
９月24日�～30日�

きのこ中毒予防月間
９月20日�～10月19日�
※きのこの鑑別については、北信
保健所(�0269(62)6035)までご
相談ください。
きのこによる食中毒防止のポイント
①知らない、見たことのないきの
こは食べない！
②きのこの特徴を完全に覚える！
③誤った言い伝えや迷信を信じな
い！

毒きのこにご注意を！
対象者／平成18年４月１日現在で、
　　　　５歳のお子さん(年長児)
内容／歯科検診、 歯科指導、希望者
　　　へのフッ素塗布
期間／12月31日�まで
費用／1,000円
※保育園、幼稚園を通じて検診票な
どを配布しますが、お手元に届か
ない場合は、ご連絡をください。
問い合わせ先／県衛生部健康づく
　　　　　　　りチーム（�026
　　　　　　　(235)7151）

就学前児童の歯科検診を実施します



あなたとわたし　　未来への    ２ ０ ０ ６.９  №６

　　　＜中野市男女共同参画計画＞

　　　　　　　　　　「共にいきいき　なかのプラン」

　　　　　すべての市民が、性別にかかわらず

　　　　　　　　　　お互いの生き方を尊重し合い、

　　　　　　　　　　　　　　　個性豊かに生きることができる

　　　男女共同参画社会の実現をめざします。

　この計画の目標達成に向けて身近なところから実践しましょう。

� � �

“あいとぴあ”男女共同参画啓発かるた

１　交 差 点

の伸
び
や
か
に

　

男
女
が
生
き
る

　
　
 
参
画
社
会

ねね
ぎ
ら
い
の

　

言
葉
を
か
わ
す

　
　

パ
ー
ト
ナ
ー



　

す
べ
て
の
市
民
が
性
別
に
か
か
わ

ら
ず
お
互
い
の
生
き
方
を
尊
重
し
合

い
、
個
性
豊
か
に
生
き
る
こ
と
が
で

き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

め
ざ
し
ま
す
。

�
　

男
女
が
、
性
別
に
よ
る
差
別
的

取
り
扱
い
を
受
け
る
こ
と
な
く
、

個
人
と
し
て
の
尊
厳
が
重
ん
じ
ら

れ
る
こ
と
。

�
　

社
会
制
度
・
慣
行
の
な
か
に
あ

る
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識

を
解
消
し
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
政

策
・
方
針
の
立
案
決
定
に
、
男
女

が
対
等
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保

さ
れ
る
こ
と
。

�
　

男
女
が
相
互
に
協
力
し
、
家
庭

生
活
や
地
域
・
職
場
で
責
任
を
分
か

　

ち
合
う
社
会
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
。

　交 差 点　２

　

中
野
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
計

画
策
定
委
員
会
に
よ
り
、
昨
年
度
よ

り
合
併
に
よ
る
新
し
い
中
野
市
の
男

女
共
同
参
画
計
画
案
を
策
定
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
社
会
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
現
在
、
男
女
共
同
参
画
の
条

例
を
制
定
し
て
中
野
市
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を
よ
り
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
し
て
、

計
画
案
の
策
定
と
共
に
条
例
の
素
案

を
作
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
そ
の
素
案
等
を
公
開
し
て

市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成　

年
９
月
に
実
施
し
た
男
女

17

共
同
参
画
推
進
に
関
す
る
市
民
意
識

調
査
を
踏
ま
え
、
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か

に
つ
い
て
具
体
的
な
計
画
を
立
て
ま

し
た
。

基
本
的
な
考
え
方

男
女
共
同
参
画

計
画 （
案
） の
要
旨

男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男
女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女
共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共
同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同
参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画

男
女
共
同
参
画
計
画

及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及及
びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび
及
び

条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条
例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例
案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

条
例
案
に
つ
い
て
の
意
見
募
集

▲熱心に協議する評価策定委員会

男女共同参画計画（案）の体系男女共同参画計画 （案） の体系

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

男女共同参画
のための意識
づくり

男女が共に社
会活動へ参画
するための環
境づくり

男女が平等に
支え合う自立
した生活づく
り

男女平等への意識改革と啓発

男女平等実現のための教育の推進

国際感覚の育成と交流の推進

男女が共に働きやすい環境づくり

地域社会活動への参画

男女の性の尊重と健康づくり

あらゆる暴力の根絶

保育・介護機能の充実

生活の安定と自立



３　交 差 点

　

市
内
す
べ
て
の
者
に
共
通
し
て
適

用
さ
れ
る
原
則
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

（
基
本
的
な
考
え
方
）

　
�
　

男
女
の
個
人
と
し
て
の
尊
厳

を
重
ん
じ
る
。

　
�
　

「
男
だ
か
ら
」
と
か
「
女
だ

か
ら
」
に
こ
だ
わ
る
こ
と
を
見

直
す
。

　
�
　

男
女
双
方
が
立
案
と
決
定
に

参
画
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
�
　

家
族
み
ん
な
で
、
家
庭
生
活

及
び
社
会
生
活
に
お
け
る
責
任

を
分
担
す
る
。

　
�
　

あ
ら
ゆ
る
場
か
ら
男
女
間
に

お
け
る
暴
力
を
根
絶
す
る
。

　
�
　

男
女
が
互
い
の
意
思
を
尊
重

し
、
健
康
な
生
活
を
送
る
。

　
�
　

国
際
社
会
に
お
け
る
取
り
組

み
を
考
慮
す
る
。

（
市
の
責
務
）

〇
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
総

合
的
な
施
策
を
策
定
し
、
実
施
す
る
。

（
市
民
の
責
務
）

〇
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
協
力

し
て
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

が
進
む
よ
う
に
す
る
。

（
事
業
者
の
責
務
）

〇
男
女
が
共
同
し
て
仕
事
に
参
画
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
そ
し

て
仕
事
も
家
庭
生
活
も
地
域
活
動

の
ど
れ
も
が
で
き
る
よ
う
な
職
場

づ
く
り
に
努
め
る
。

（
地
域
団
体
の
責
務
）

〇
区
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
で
の
活
動
を
す

る
と
き
、
運
営
や
活
動
方
針
の
立

案
、
決
定
に
男
女
が
平
等
に
参
画

し
、
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

（
禁
止
行
為
）

  �
　

性
別
に
よ
る
差
別
的
扱
い

　
�
　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
（
継
続
的
な
人
間
関
係
に

お
い
て
、
優
位
な
力
関
係
を
背

景
に
、
相
手
の
意
思
に
反
し
て

行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
を
い
う
）

　
�
　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
（
配
偶
者
・
恋
人
そ
の

他
親
密
な
関
係
に
あ
る
者
に
よ

る
身
体
的
、
心
理
的
、
性
的
な

危
害
、
又
は
そ
の
恐
れ
の
あ
る

行
為
、
経
済
的
虐
待
、
社
会
的

隔
離
等
を
い
う
）

　

中
野
市
が
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
の
た
め
に
ど
ん
な
こ
と
を
ど
の

よ
う
に
実
施
す
る
か
を
規
定
し
て
い

ま
す
。

　

中
野
市
の
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
重
要
な
こ
と
を
調
査
審
議
す
る
男

女
共
同
参
画
推
進
会
議
を
設
置
し
ま
す
。

ご
意
見
の
提
出
方
法
に
つ
い
て

�
　

計
画
書
・
条
例
（
案
）
の
公
示

　

場
所

・
市
役
所
男
女
共
同
参
画
推
進
室

・
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nakano.nagano.jp/

�
　

意
見
の
提
出
方
法

　

文
書
を
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

郵
便
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー

ル
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。（
様
式
は
任

意
で
す
が
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
は
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

�
　

提
出
期
限　

平
成　

年
9
月　

日�
ま
で

18

29

�
　

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

●
男
女
共
同
参
画
推
進
室

　

〒
３
８
３
―

８
６
１
４

　

中
野
市
三
好
町
１
―

３
―　
19

　

電
話
０
２
６
９
―　
―

２
１
１
１

２２

　

内
線
２
５
４

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
９
―　
―

５
９
２
３

２２

　

有
線
２
３
４
０
４

●
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

　

〒
３
８
９
―

２
１
９
２

　

中
野
市
大
字
豊
津
２
５
０
８

　

電
話
０
２
６
９
―　
―

３
１
１
１

３８

　

内
線
１
５
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
９
―　
―

２
７
７
４

３８

第
１
章

第
２
章

第
３
章

中
野
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例 （
素
案
） の
要
旨



ご意見、ご感想、お問い合わせ、男女共同参画社会について、身近な問題等をお寄せください。　
　中野市男女共同参画推進室　〒383－8614 中野市三好町 1－3－19
　　　　電話 0269－22－2111 内線 254　ファックス 0269－22－5923　有線 23404
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　　　　メール
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danjo@city.nakano.nagano.jp　　
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最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
を
み
て
い
る
と
、

胸
が
痛
く
な
る
よ
う
な
悲
惨
な
事
件
が

多
い
気
が
し
ま
す
。

　

抵
抗
が
で
き
な
い
弱
い
子
ど
も
や
女

性
が
犠
牲
に
な
る
多
く
の
事
件
は
、
加

害
者
の
内
面
に
あ
る
計
り
知
れ
な
い
ス

ト
レ
ス
が
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
は
け
口
が
、
弱
く
て
、
容
易
に

虐
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
女
性
や
子
ど

も
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

加
害
者
の
な
か
に
は
、
満
た
さ
れ
な

い
気
持
ち
を
上
手
に
解
消
で
き
な
い
こ

と
か
ら
事
件
を
起
こ
し
た
人
も
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

も
し
、
あ
な
た
が
ス
ト
レ
ス
か
ら
そ

の
イ
ラ
イ
ラ
を
子
ど
も
や
弱
い
者
に
向

け
そ
う
だ
っ
た
り
、
ま
た
、
逆
に
身
近

な
人
か
ら
虐
待
を
受
け
て
い
る
な
ら
、

女
性
相
談
窓
口
に
お
電
話
を
く
だ
さ
い
。

　

女
性
の
相
談
員
が
お
話
を
よ
く
お
聴

き
し
、
問
題
解
決
に
向
け
て
力
を
つ
く
し

ま
す
。

　

相
談
内
容
の
秘
密
は
絶
対
に
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�

相
談
日
及
び
相
談
時
間

月
・
水
・
金
曜
日

電
話
相
談

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

電
話
番
号
は　

－

４
８
１
０
（
シ
ン

２３

パ
イ
ゼ
ロ
）
心
配
ゼ
ロ
と
覚
え
て
く

だ
さ
い
。

面
接
相
談

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

※
要
予
約

　

専
門
の
女
性
相
談
員
が
女
性
の
様

々
な
悩
み
の
相
談
を
お
受
け
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
長
野
県
は
、　

時
間
相
談

24

と
通
報
を
受
け
つ
け
る
児
童
虐
待
・

Ｄ
Ｖ
（
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
）　
24

時
間
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
０
２
６
３－

９

１
２
４
１
０
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
、
男
女

共
同
参
画
社
会
づ
く
り

の
内
容
で
開
催
す
る
も

の
で
す
が
、
講
師
と
し

て
女
性
相
談
員
が
地
域

に
出
向
き
、
女
性
相
談

や
高
齢
者
の
犯
罪
被
害

防
止
等
に
つ
い
て
の
お

話
を
す
る
こ
と
も
い
た

し
ま
す
。

　

少
人
数
の
集
ま
り
や

短
時
間
で
も
開
催
で
き

ま
す
。
民
生
委
員
さ
ん

に
よ
る
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
保
健
補
導
員

会
の
集
ま
り
な
ど
で
の
ご
利
用
も
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

お
申
込
み
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
室
へ
。

男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進男女共同参画推進
出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出 前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前 講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講 座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座出 前 講 座

▲地域での講座の様子



　

ふ
る
さ
と
の
旬
の
味
覚
、

「
巨
峰
」
の
美
味
し
い
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
中
野
市
の

巨
峰
の
生
産
量
は
市
町
村
単

位
で
日
本
一
を
誇
っ
て
い
ま

す
。

　

ぶ
ど
う
の
栄
養
価
を
調
べ

て
み
る
と
、
数
々
の
効
能
が
あ
る
こ

と
が
分
り
ま
し
た
。
果
肉
に
は
ブ
ド

ウ
糖
や
果
糖
が
多
く
含
ま
れ
、
疲
労

回
復
や
脳
の
疲
労
を
防
ぎ
、
今
年
の

暑
い
夏
の
疲
れ
を
吹
き
飛
ば
し
て
く

れ
ま
す
。
又
ぶ
ど
う
の
皮
や
種
に
は
、

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が
多
く
含
ま
れ
て

お
り
、
ガ
ン
予
防
や
生
活
習
慣
病
予

防
に
効
果
的
。
巨
峰
十
二
粒
で
ワ
イ

ン
一
本
分
に
相
当
す
る
成
分
が
含
ま

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
他
に
血
圧
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
利
尿
作
用
に
働
く

カ
リ
ウ
ム
や
、
殺
菌
効
果
・
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
の
減
少
に
効
果
が
あ
る
ペ

ク
チ
ン
、
そ
れ
と
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ

タ
ミ
ン
も
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

旬
の
巨
峰
の
他
に
中
野
市
で
は
ピ

オ
ー
ネ
も
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
。
中
野
の
果
物
は
、
こ
れ
か
ら
豊

富
に
出
ま
わ
る
季
節
で
す
。
ふ
る
さ

と
の
味
覚
を
多
い
に
堪
能
し
ま
し
ょ
う
。

（
Ｍ
・
Ｆ
）

１１ 文 化 な か の／06.９

キ
リ
ギ
リ
ス
、
ト
ン
ボ
、
蝉
、
…
…

虫
を
追
い
か
け　

暑
さ
も
気
に
せ
ず
遊
び
ま

わ
っ
た

遠
い
あ
の
頃
の
夏
の
日
が
懐
か
し
い

同
じ
ト
ン
ボ
で
も　

い
ろ
い
ろ
の
種
類
の
も

の
が
い
た

オ
ニ
ヤ
ン
マ
も
イ
ト
ト
ン
ボ
も

居
そ
う
な
場
所
を
予
想
し
な
が
ら
探
す

楽
し
か
っ
た
夏
の
日
も

い
つ
の
間
に
か
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

い
よ
い
よ
、
実
り
の
季
節
を
迎
え
る
。

第36回中野市民登山教室（７月29～30日）
―― 白山奥宮祈祷殿、御前峰山頂をバックに ――
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今
は
、
も
う
秋

�



２２

　

去
る
八
月
十
五
日
、
豊
田
地
域
の
成
人
式
を

豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
六
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
々

が
対
象
で
、
該
当
者
七
十
四
人
中
、
五
十
三
人

の
新
成
人
が
出
席
。
会
場
で
は
、
真
夏
の
成
人

式
ら
し
い
夏
の
装
い
や
、
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん

だ
新
成
人
が
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
友
人
と

記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
談
笑
し
た
り
と
、
和
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
当
日
は
、

第
一
部
の
式
典
、
第
二
部
の
記
念
行
事
と
も
に
、

新
成
人
で
組
織
す
る
実
行
委
員
会
の
も
と
で
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
式
典
で
は
、
開
会
後
、
中
学
校
時

代
の
恩
師
鶴
見
尊
先
生
の
指
揮
、
新
成
人
の
田

中
夢
美
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
よ
り
、唱
歌「
ふ

る
さ
と
」
を
全
員
で
斉
唱
。
そ
の
後
、
主
催
者

や
来
賓
の
方
々
か
ら
お
祝
い
と
激
励
の
言
葉
が

贈
ら
れ
、
市
長
か
ら
新
成
人
全
員
に
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
成
人
代
表
の
黒
岩

美
空
さ
ん
か
ら
は
、
新
成
人
と
し
て
、
ま
た
社

会
人
と
し
て
の
誓
い
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
式
典
修
了
後
、
記
念
撮
影
を
は
さ

ん
で
行
な
わ
れ
た
第
二
部
の
記
念
行
事
で
は
、

思
い
出
深
い
小
中
学
校
当
時
の
映
像
を
上
映
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
豊
田
情
報
セ
ン
タ
ー
が
、
新

成
人
の
小
学
校
一
年
生
か
ら
中
学
校
三
年
生
ま

で
の
間
、
学
校
行
事
等
が
行
な
わ
れ
た
際
に
撮

影
し
た
映
像
を
、
実
行
委
員
の
監
修
に
よ
り
約

七
十
分
の
ビ
デ
オ
に
ま
と
め
た
も
の
。
懐
か
し

い
映
像
が
映
し
出
さ
れ
る
た
び
に
、
大
き
な
歓

声
と
笑
い
顔
が
会
場
全
体
に
包
ま
れ
る
一
方
、

恥
じ
ら
い
の
表
情
を
の
ぞ
か
せ
る
成
人
者
も
い

た
り
と
、
新
成
人
に
と
っ
て
心
に
残
る
記
念
行

事
に
な
っ
た
様
子
で
し
た
。

成人式実行委員のメンバー成人式実行委員のメンバー成人式を迎え、旧友との再会に笑顔があふれる成人式を迎え、旧友との再会に笑顔があふれる

生まれ育った緑豊かなふるさと生まれ育った緑豊かなふるさと
豊田のなつかしい思い出と、郷豊田のなつかしい思い出と、郷
土を愛する思いを胸に出席者全土を愛する思いを胸に出席者全
員で唱歌「ふるさと」を斉唱員で唱歌「ふるさと」を斉唱

������
平成18年度中野市豊田地域成人式平成18年度中野市豊田地域成人式

�������������������
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●
二
十
歳
を
迎
え
、
大
人
に
な
っ
た
な
と
い

う
実
感
が
こ
み
上
げ
て
う
れ
し
い
反
面
、

大
人
と
し
て
の
責
任
の
重
さ
を
感
じ
ま
す
。

●
成
人
式
に
出
席
し
て
、
久
し
く
会
っ
て
い

な
か
っ
た
友
人
に
会
え
て
、
懐
か
し
く
、

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
み
ん
な
そ
れ
ぞ

れ
の
道
に
進
ん
で
お
り
、
自
分
も
が
ん
ば

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

●
何
事
に
対
し
て
も
、
大
人
と
し
て
の
自
覚

を
も
っ
て
行
動
し
た
い
で
す
。

●
成
人
と
な
っ
て
、
今
ま
で
育
て
て
く
れ
た

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
家
族
を
大
事
に
し
た
い

と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

●
社
会
人
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
責
任
感
を

も
っ
て
行
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
二
十
歳
と
い
う
一
つ
の
節
目
を
迎
え
、
自

分
に
も
っ
と
自
信
を
も
て
る
よ
う
に
過
ご

し
て
い
き
た
い
で
す
。

●
二
十
歳
を
迎

え
成
人
式
に

出
席
し
て
、

こ
れ
か
ら
の

人
生
を
見
つ

め
る
良
い
機

会
に
な
り
ま

し
た
。

成
人
式
を
む
か
え
て

二
十
歳
の
声

　

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
青
木
市
長

さ
ん
を
は
じ
め
、
沢
山
の
来
賓
の
方

々
に
ご
臨
席
を
頂
き
、
こ
う
し
て
成

人
式
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
大
変
嬉

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
よ
う
な
盛
大
な
成
人
式
を
開
催
し

て
頂
い
た
中
野
市
を
は
じ
め
、
実
行

委
員
、
関
係
者
の
皆
様
、
そ
し
て
二

十
年
間
温
か
く
見
守
っ
て
下
さ
っ
た

両
親
、
兄
弟
、
友
人
、
先
生
方
、
地

域
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
二
十
年
間
、
沢
山
の

方
々
の
お
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

今
ま
で
の
私
達
が
あ
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
日
、
こ
の
成
人
式
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
市
の
職
員
さ
ん
の
ご
協
力

の
も
と
、
地
元
に
残
っ
て
い
る
仲
間

達
で
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。
自
分

達
の
成
人
式
に
参
画
で
き
た
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
旧
友
に
再
会
で
き
た
こ

と
が
、
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
久
し
ぶ
り
に
あ
っ

た
友
人
達
が
社
会
に
出
て
働
く
姿
に

は
、「
大
人
」
と
し
て
の
責
任
や
自

信
が
感
じ
ら
れ
、
中
学
生
時
代
と
は

違
う
輝
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
こ
の
二

十
年
の
中
で
、
沢
山
の
人
と
の
出
会

い
や
経
験
が
、
私
達
を
大
き
く
成
長

さ
せ
、
こ
こ
に
集
ま
っ
た
同
窓
生
達

は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
選
ん
だ
人
生

を
一
生
懸
命
生
き
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
三
月
に
短
大
を
卒
業

し
、
四
月
か
ら
会
社
員
と
し
て
働
い

て
い
ま
す
が
、
学
生
か
ら
社
会
人
に

な
っ
た
こ
と
で
、
自
分
の
幼
さ
や
経

験
の
少
な
さ
を
強
く
感
じ
ま
す
。
大

人
と
し
て
は
、
ま
だ
０
歳
、
社
会
人

と
し
て
責
任
を
果
た
す
た
め
に
、
多

方
面
に
視
野
を
広
げ
て
、
多
く
の
こ

と
を
吸
収
し
、
自
分
を
よ
り
高
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し

て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
こ
れ
か
ら
学
ぶ
こ
と

も
経
験
す
る
こ
と
も
沢
山
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
経
験
を
一
つ
一
つ
大
切
に

し
、
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
三

十
代
、
四
十
代
、
五
十
代
…
と
年
を

重
ね
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
。

　

自
然
豊
か
で
、
豪
雪
に
も
負
け
ず

協
力
し
合
っ
て
生
き
る
こ
の
ふ
る
さ

と
の
地
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
誇
り
に

思
い
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
成
人
と
し
て
、
社
会
の
一
員
と

し
て
一
生
懸
命
生
き
て
い
く
こ
と
を

誓
い
、
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

　

本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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新
成
人
代
表
あ
い
さ
つ

黒 
岩　

美 
空 
さ
ん

（
親
川
）

後頭部に“祝”の文字が…後頭部に “祝” の文字が…
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め
だ
か
の
学
校
は
、「
♪
だ

ぁ
れ
が 
せ
い
と
か 
せ
ん
せ

い
か
」
と
い
う
童
謡
の
ワ
ン

フ
レ
ー
ズ
の
よ
う
に
、
誰
も

が
時
に
は
先
生
、
時
に
は
生

徒
に
な
り
な
が
ら
、
各
々
が

得
意
な
こ
と
を
教
え
、
学
び

あ
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
の
自
主
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

代
表
者
は
い
ま
す
が
、
特

に
会
長
や
役
員
を
お
か
ず
、

会
費
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

誰
で
も
参
加
自
由
に
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
で
三
年
目
に
入
り
ま
す

が
、
今
ま
で
に
、
パ
ン
作
り
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
体
操
、
リ
ー
ス

作
り
、
書
道
、
着
付
け
、
リ
ボ

ン
刺
繍
、
ペ
イ
ン
ト
、
バ
ト
ミ

ン
ト
ン
、
卓
球
な
ど
を
や
っ
て

き
ま
し
た
。
写
真
は
、
先
日
行

っ
た
米
粉
の
パ
ン
作
り
で
す
。

　

ゆ
っ
く
り
と
無
理
を
せ
ず
、

身
の
丈
に
あ
っ
た
テ
ン
ポ
で
の

活
動
を
続
け
て
い
け
た
ら
と
思

っ
て
い
ま
す
。
月
一
回
、
第
三

金
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
、
北

部
公
民
館
に
集
ま
っ
て
い
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
の
ぞ

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

代
表
者　

山
田　

純
子

グ
ル
ー
プ
紹
介

グ
ル
ー
プ
紹
介

　

南
北
に
長
い
長
丘
地
区
の
北
側

の
一
角
に
位
置
す
る
壁
田
区
に
は
、

奈
良
朝
の
蝦
夷
経
略
時
代
に
狼
火

台
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
、
中
世
に

は
山
城
と
し
て
重
要
な
拠
点
と
な

っ
て
い
た
壁
田
城
址
（
城
山
）
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
桜
の
名
所
と

し
て
も
名
高
く
、
多
く
の
市
民
の

皆
様
に
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
城
山
の
西
側
斜
面
に
は
約

三
万
株
も
の
ユ
リ
科
の
花
カ
タ
ク

リ
が
群
生
し
て
お
り
、
四
月
中
旬

の
開
花
期
に
は
大
勢
の
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
分
館
事
業
で
す
が
、
七
月

十
六
日
に
長
丘
体
協
・
分
館
協
議
会

共
催
の
地
区
対
抗
球
技
大
会
が
開
催

さ
れ
、
壁
田
区
も

分
館
と
し

て
参
加
し

ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー

ル
、
ソ
フ

ト
バ
レ
ー

の
三
種
目

に
総
勢
四

〇
名
が
集

結
、
チ
ー
ム
編
成

し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
勝
敗

の
行
方
は
別
と
し
て
、
参
加
者
全
員

が
心
を
一
つ
に
し
て
競
技
に
臨
む
こ

こ
ん

に
ち
は�
�
�
�
�
�
�
�

と
に
よ
り
、
地
域
内
の
交
流
と
親
睦

を
よ
り
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
意
味
で
、
と
て
も
有
意
義
な
大
会

で
あ
り
、
貴
重
な
ひ
と
時
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
事
業
と
し
ま
し
て

は
、
九
月
十
八
日
の
敬
老
の

日
に
合
わ
せ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
年
齢
別
番
付
表
を
作
り
長

寿
を
祝
う
会
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
十
月
末
に

は
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
の

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
区
の
皆
様
に
は

好
評
で
、
今
後
も
分
館
と
し

て
事
業
を
継
続
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う

か
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　

壁
田
分
館
長　

武
田　

金
一

め
だ
か
の
学
校

　

壁
田
城
は
、
上
杉
方
飯
山
城
に
対
す

る
武
田
方
の
山
城
だ
っ
た
と
い
う
。
山

頂
に
の
ぼ
れ
ば
飯
山
は
一
望
だ
が
、
麓

か
ら
は
山
頂
が
全
く
見
え
な
い
。
山
の

上
に
は
い
く
つ
か
の
平
場
が
あ
り
、
な

か
で
も
頂
上
が
最
も
広
い
。
こ
れ
ら
の

平
場
に
城
の
司
令
部
、
武
器
庫
、
兵
糧

蔵
な
ど
を
置
い
て
い
た
と
い
う
が
、
そ

れ
を
う
ら
づ
け
る
物
的
証
拠
が
出
土
し

た
と
は
聞
い
て
い
な
い
。

　

そ
れ
な
の
に
壁
田
城
の
存
在
に
疑
い

が
で
な
い
の
は
、
古
記
録
が
あ
る
ほ
か

に
、
前
記
の
平
場
、
城
の
痕
跡
を
示
す

堀
跡
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

本
郭
の
東
辺
に
帯
郭
・
腰
郭
・
堅
堀
の

跡
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
堅
堀 （
空
堀
）

の
底
を
攻
め
の
ぼ
る
敵
を
堀
の
両
側
で

打
ち
取
る
。
堅
堀
に
隣
接
し
て
腰
郭
が

あ
る
。
こ
の
端
は
急
に
狭
く
、
し
か
も

行
き
止
ま
り
状
に
な
っ
て
い
る
。
腰
郭

へ
乱
入
し
た
敵
を
こ
こ
で
や
っ
つ
け
る

と
い
う
寸
法
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
他

の
郭
と
郭
と
の
間
に
も
堅
堀
を
し
か
け

て
お
く
な
ど
の
防
御
策
を
施
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
敵
状
を
つ
か
む
に
早
く
、
守

る
に
か
た
い
壁
田
城
は
、
武
田
方
の
も

の
と
い
う
が
、
い
ま
の
城
跡
が
す
べ
て

そ
の
頃
の
も
の
と
は
い
い
き
れ
な
い
。

と
い
う
の
は
、
城
将
小
幡
は
武
田
氏
滅

亡
後
、
北
条
氏
政
に
降
っ
て
い
る
の
で
、

ほ
ん
の
わ
ず
か
だ
が
、
北
条
氏
時
代
に

お
け
る
修
築
の
余
地
は
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
地
下
に
痕
跡
が
あ

る
な
ら
、
そ
れ
が
発
掘
さ
れ
れ
ば
、
前

述
の
見
方
が
確
定
す
る
か
、
修
正
さ
れ

る
か
、
興
味
が
広
が
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
　

田
中　
　

毅

壁
田
城
の
痕
跡

壁 田 分 館

４４

ふ
る
さ
と
の
歴
史
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　月の展示コーナー

水 墨 画 展
内　容　２３墨友会会員の作品展示
場　所　中央公民館１階 展示コーナー

■歴史講座 「戦国時代北信濃における一向宗」
　 親鸞 開祖の一向宗（浄土真宗、真宗とも）は、本願
しんらん

寺８世 蓮如 の布教活動によって、北信濃では15世紀以
れんにょ

降16世紀（戦国時代）にかけて、隆盛をきわめました。

本講座ではそのもようについて学んでいただきます。

日　時　９月21日、10月５日、10月19日 いずれも木

　　　　曜日（全３回）　午後７時～午後８時30分

場　所　中野市働く婦人の家（中央公民館に併設）

講　師　中世地域史研究者・法政大学史学会評議員　

　　　　　湯本 軍一　先生

定　員　50人程度　　　受講料・申込み　不要

　

延
徳
地
区
分
館
協
議
会
主
催
に

よ
る
分
館
対
抗
親
睦
球
技
大
会
が
、

七
月
十
六
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
は
、「
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
の
部
」
と
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

の
部
」
に
分
か
れ
熱
戦
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

　

以
前
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
で
親
睦
を
深
め
て
い

ま
し
た
が
、
競
技
人
口
の
変
化
な

ど
に
よ
り
種
目
を
変
え
て
行
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
降
り

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
は
雨
で
も
競
技
は

で
き
る
と
の
こ
と
で
、
選
手
の
皆

さ
ん
は
、
雨
具
の

準
備
も
完
璧
で
ゲ

ー
ム
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

は
、
前
日
に
試
合

用
の
コ
ー
ト
準
備

を
行
っ
た
分
館
役

員
の
努
力
も
む
な

し
く
、
コ
ー
ト
は

雨
に
ぬ
れ
て
し
ま

い
、
屋
内
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
へ
移
動

し
て
の
競
技
開
始

と
な
り
ま
し
た
。
競
技
に
素
人
の

分
館
役
員
は
、
選
手
や
審
判
員
に

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
大
会
運
営

を
行
い
ま
し
た
。
一
方
、
各
分
館

の
参
加
チ
ー
ム
は
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
、
勝
利
を
め
ざ

し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後

は
、
各
分
館
別

に
慰
労
親
睦
会

を
行
い
、
地
域

の
方
々
と
の
交

流
を
深
め
、
来

年
の
大
会
で
の

勝
利
を
目
標
に

練
習
に
励
む
決

意
を
新
た
に
し

な
が
ら
、
楽
し

か
っ
た
一
日
を

終
え
ま
し
た
。

（
Ｍ
・
Ｋ
）

今月の伝言板

９

ゲートボールの部ゲートボールの部

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
の
部

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
の
部

● 展示作品の募集について ●
　展示コーナーに展示していただける作品を募集していま
す。どなたでも展示していただくことができ、作品のジャ
ンルは問いません。展示についてご希望される方、また、
ご相談されたい方は中央公民館へご連絡ください。

受講者募集

内　容

①９月19日　北信濃一向宗のあらまし

②10月５日　北信濃一向宗と越後一向宗・北陸一向

　　　　　　一揆との関連

③10月19日　北信濃における天正10年 （1582）４月の反

　　　　　　信長勢による大一揆 （一向一揆か？） 

参加者募集
■家庭教育学級 （公開講座）
　　―お父さんのための子育て講座―
　子と親は共に育ちあう間柄。子の成長にあわせて、
心の支えとなる親の役割と存在の大切さについて学び
ませんか。子育て真っ最中のお父さんの参加をお待ち
しています。ご家族での参加も大歓迎です!!
日　時　９月10日(日) 午前10時～午前11時30分
場　所　中央公民館 講堂
演　題　「共に伸びゆく親と子」
講　師　中野市教育委員会　清水 正　委員長
対　象　子育て中の方、関心のある方 など
参加料・申込み　不要
その他　託児を希望する場合はご連絡ください。

■パソコンふれあいサロン
　パソコンを使ってみて、わからないところはありま
せんか？パソコンの使い方や、インターネットの使い
方などの相談に、専門の指導員がお答えします。お気
軽にお出かけください。

お知らせ
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豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら豊田公民館から

≪今月号の表紙の写真≫ 加賀白山はユネスコの生物圏
保存地域に指定され､富士山、立山とともに日本三名山の一
つ。その山で自然の理解を深め、魅力を味わった参加者たち

定　員　各クラスとも親子15組　　　受講料　無料
持ち物　汗を拭くタオル、室内シューズほか
その他　託児については申込みの際にご相談ください。
申込み　10月16日(月)から受付を開始します。

　
　
　「何か一つでもいいから楽器が演奏できるようにな
りたい」「いつでも、どこでも手軽に音楽を楽しみたい」。
粘土でつくった“マイ オカリナ”で“音”をつくり、
“新しい音の世界”を仲間と共につくり、演奏してみ
ませんか！
日　時　10月28日、11月４日、18日、25日いずれも
　　　　土曜日（全４回） 午前９時～正午
　　　　　（ただし、10月28日のみ午後２時まで）
場　所　西部公民館
定　員　小学４年生から大人まで14人
受講料　無料（ただし、粘土代として100円）
申込み　９月20日(水)から10月20日(金)まで
内　容

＜①オカリナってなぁに？（10月28日）＞
　「オカリナって何？何でできてるの？どんな音がで
るの？」オカリナについて学んだ後、型から粘土を掘
り出そう！（当日は、昼食持参でお願いします。）
＜②指穴と歌口づくり（11月４日）＞
　オカリナに指穴を開けよう！歌口をつくろう！
＜③色づけ（11月18日）＞
　オカリナに色を塗ったり絵を描
いて、オリジナルに仕上げよう！
＜④吹き方の練習（11月25日）＞
　“♪ドレミファソラシド”から吹
き方を練習してみよう！

■家庭教育学級 「親子 リ ト ミ ック 教室」 （後期）
　就園前のお子さんとお母さんが親子でスキンシップ
を図る教室です。教室では、リズム遊びや指遊びなど
を行います。お気軽にお越しください。
日　時　10月10日、24日、11月28日、12月12日
　　　　平成19年１月９日、23日 いずれも火曜日
　　　　　午前10時～正午

場　所　西部公民館
対　象　入園前の幼児
　　　　とその保護者
受講料　無料
申込み　不要（教室に
　　　　直接お越しく
　　　　ださい。）

■家庭教育学級 
　　「親子でつくろう “秋のおやつ”」
　“味覚の秋、食欲の秋”。秋の果物や野菜を使ったお
やつをつくってみませんか！１日３食だけでは不足し
てしまう栄養は“おやつ”で補えます。おやつづくり
を通じ、秋の味覚、食事の楽しさを親子で楽しんでは
いかがでしょうか！
日　時　10月17日(火) 午前10時～正午
場　所　西部公民館 料理教室
定　員　親子20組（定員になり次第締切）
受講料　無料（ただし、材料費として１組500円）
申込み　９月12日(火)から受付を開始します。
その他　託児については申込みの際にご相談ください。

参加者募集

参加者募集

お知らせ
■展示作品の募集について
　西部公民館では、館内１階の展示コーナーに展示し
ていただける作品を募集しています。個人やグループ
等に限らず、どなたでも展示していただけます。また、
作品のジャンルは問いません。展示を希望される方や、
展示についてご相談されたい方、ご不明な点などござ
いましたら西部公民館へご連絡ください。

お問合せ及び　中 野 市 西 部 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ３- １ ０ ２ ４　 ㈲２ ６ ６ ７ ４

■チャレンジ子ども教室
　～シリーズ・大人になる前に知っておきたいこと～
＜替佐城址に登りながら周辺の雑草と歴史を知ろう＞

　千曲川を眼下に見おろす替佐城は、だれが何のため
につくったのだろう。城のあゆみを聞いて歴史の面白
さを知ろう。そして、替佐城址に登りながら、周辺の
植物の名前や生き方を知ろう。
日　時　９月30日(土) 午前９時30分～午前11時30分
場　所　豊田温泉公園もみじ温泉 駐車場（集合）
講　師　永田小学校長　樋口和雄　先生（歴史担当）
　　　　倭小学校教諭　菅沼　繁　先生（植物担当）
定　員　小学生30人　　　受講料　無料
持ち物　飲み物、飴類　　申込み　９月27日(水)まで

お問合せ及び　 中 野 市 豊 田 公 民 館
申 込 み 先　  ℡３８－２９２２

■オリジナルなオカリナを作って演奏しよう
　“緑豊かなふるさと 文化が香る元気なまち” づくり
　　 久石譲先生、高野辰之先生、中山晋平先生につづけ！
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（「パソコンふれあいサロン」のつづき）
日　時　原則として毎週月曜日（祝日、年末年始を
　　　　除く）　午後１時30分～４時30分
場　所　中央公民館 団体室（パソコン室）
定　員　６人　　　料金･申込み　不要
その他　自宅で使用しているパソコンをご持参いた
　　　　だいても結構です。

■はじめてのピラティス講座Ⅱ
～もっとしなやかに、 もっとかろやかに、 もっと、 もっと健康に！～
　市民の皆様のご要望にお応えし、今年度第２弾とな
る本講座。身体の深層部の筋肉を刺激し、柔軟性を高
め、健康な体をつくります。年齢、性別に関係なく、
どなたでもご参加いただけます。
日　時　10月31日から12月26日日まで毎週火曜日
　　　　（第１・２部ともに全９回）
　　　　＜第１部＞ 午後６時30分～午後７時45分
　　　　＜第２部＞ 午後７時45分～午後９時
場　所　西部公民館 会議室・研修室
定　員　第１・２部ともに各13人　　受講料　無料
持ち物　ヨガマットまたはバスタオル、汗拭きタオル他
申込み　10月16日(月)から受付を開始します

■親子あそび＆今どきママのリフレッシュエアロ
　教室の前半は、親子で指遊び、音あそび、ふれあい
遊び、体あそびなどで楽しく過ごし、後半は、子育て
中で運動するチャンスの少ないお母さん方に、エアロ
ビクスを通して、運動し汗をかく爽快感や楽しさ、健
康づくりに役立てていただく教室です。
日　時　※時間は各クラスとも、午前10時から正午まで
　　　＜お子さんが４ヵ月～１歳までのクラス＞
　　　　10月31日、11月21日、12月５日、平成19年
　　　　１月16日、２月６日いずれも火曜日（全５回）
　　　＜お子さんが２～３歳までのクラス＞
　　　　11月１日、11月22日、12月６日、平成19年
　　　　１月17日、２月７日いずれも水曜日（全５回）
場　所　西部公民館
対　象　就園前のお子さんを持つ母または保護者
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今月の伝言板

お問合せ及び　中 野 市 中 央 公 民 館
申 込 み 先　℡２2-２ ６ ９ １　 ㈲２ ０ ６ ９ １

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら北部公民館から

参加者募集
■キミ子方式の楽しい絵の教室Ⅱ
　「絵が描けたらいいなぁ…」と思うことってありま
せんか？『キミ子方式』は、絵が苦手とお考えの方で
も、３原色（赤・青・黄）と白の４色さえあれば、誰
でも自然のまま、思いのままに絵を描くことができます。
日　時　10月１日(日) 午前10時～正午
場　所　北部公民館
講　師　元東京芸術大学講師・女子美術短期大学講師
　　　　共栄学園短期大学教授　松本キミ子　先生
定　員　20人　　　
参加料　無料
持ち物　水彩画用具一式
申込み　９月８日(金)か
　　　　ら受付を開始
　　　　します

■はじめてのウォーキング
　　～正しく美しい歩き方を学びましょう～
　歩く姿勢は健康のバロメーター。人間本来の骨格や
筋肉にあった正しく歩き方をマスターすれば、骨格の
ゆがみが取れ、シェイプアップ効果や美しいしぐさが
期待できます。
日　時　10月３日�、10日 �、26日�、11月７日�、14日�
　　　　（全５回）午後７時～午後８時30分
場　所　北部公民館
講　師　ファッションショー、ブライダルショーアドバイザー
　　　　ウォーキングスタイリスト　斎藤 義人　先生
定　員　30人　　　参加料　無料
持ち物　運動靴、ハーフパンツ、タオル、飲み物
申込み　９月８日(金)から受付を開始します

■誰でも描ける絵手紙教室
日　時　９月13日(水)、20日(水)、10月18日(水)、
　　　　24日(火)（全４回）　午後７時～午後９時
場　所　北部公民館

講　師　イラストレーター
　　　　市川 典子　先生
定　員　15人
参加料　無料（ただし、教材
　　　　費として１回100円）
持ち物　水彩画用具一式、
　　　　古タオル

申込み　９月８日(金)から受付を開始します

お問合せ及び　中 野 市 北 部 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ６- ０ ６ ７ ７　 ㈲２ ８ ８ ７ ８

西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら西部公民館から

受講者募集

受講者募集
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和楽器奏者として活躍する一方で、作曲・編曲・脚本などを
行なう。自作曲によるコンサートでは、心象風景や心の動き
をモチーフとした音楽で独自の世界を展開し、その活動はＮ
ＨＫ教育テレビ『芸術劇場』などで取り上げられている。2002
年第２回ＡＤＤ三味線コンテスト　グランプリ受賞。2005年
作品集『音象』をＣＤリリース。同年、北米ライブツアー挙
行。2006年　鼓童『アマテラス』（坂東玉三郎演出・出演）に
楽曲提供する。

東京芸術大学邦楽科卒業。ＮＨＫ邦楽技能者育成会卒業。箏、
三絃、胡弓奏者として、古典曲からジャズ、民族音楽、他ジ
ャンルとの共演など国内外にて幅広い演奏活動を展開してお

り、和楽器を使用した作曲・編曲活動もこなし、作品委嘱も
多い。

1995年から３年間カイロに滞在し、アラブバイオリンをアブ
ド・ダギール氏に師事。1999年第１回オリエンタルジャズフ
ェスティバル、2001年国際交流基金派遣によりチュニジアに
て公演。ＮＨＫ教育テレビ『おかあさんといっしょ』、アニメ
『パクシ』などの音楽を担当。

大阪芸術大学演奏学科管弦打コース卒業。現在、フリー打楽
器奏者として、関西を中心にオーケストラなどの客演や音楽
鑑賞会などの企画演奏、邦楽との共演等の演奏活動のほか、
小中学校、高校のクラブ指導や打楽器クリニック等も行なう。
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　県内のテレビ・ラジオ各放送局の番組に毎週レギュラー出演
し、自分の歩んできた人生を熱く語りかける三四六さん。
“人生はいつも向かい風の中。勝ち続ける人はいない。人生を
失敗しないと人生に失敗する。まわり道は多くを学ぶ近道”。
自分の歩んできた人生をとおして、10代・20代・30代そして仕
事に迷いをもつ中高年に語る｡

10月７日(土)午後２時30分～午後３時30分

豊田文化センター ホール

タレント  三四六さん

日 時

会 場

講 師

入場無料   定員 450人(先着順)

1970年７月９日生まれ。
東京都出身。柔道で全
国中学選手権大会優勝、
オリンッピック強化選
手に。明治大学法学部
卒業後、劇団やアメリ
カ生活で道をもとめる。
　現在、長野朝日放送
「ザ・駅前テレビ」（毎
週土曜日）、テレビ信州

「街まち☆ウオッチ～人生アゲンスト～」（毎週
金曜日）、FM長野「346　GROOVE　FRIDAY
！」（毎週金曜日）出演中。

三四六
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